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序

本県には、旧石器時代をはじめとする 1万箇所を超す遺跡や貴重な埋蔵文化財が数多く残されて

います。それらは、地域の風土と歴史が生み出した遺産であり、本県の歴史や文化、伝統を正しく

理解するのに久くことのできない歴史資料です。同時に、それらは県民のみならず国民的財産であり、

将来にわたって大切に保存し、活用を図らなければなりません。

一方、豊かな県土づくりには公共事業や社会資本整備が必要ですが、それらの開発にあたっては、

環境との調和はもちろんのこと、地中に埋もれ、その土地とともにある埋蔵文化財保護との調和も

求められるところです。

当事業団埋蔵文化財センターは、設立以来、岩手県教育委員会の指導と調整のもとに、開発事業

によってやむを得ず消滅する遺跡の緊急発掘調査を行い、その調査の記録を保存する措置をとって

まいりました。

本報告書は、三陸縦貫自動車道宮古道路建設事業に関連して平成 20年度に発掘調査された隠里Ⅷ

遺跡の調査成果をまとめたものです。今回の調査の結果、隠里Ⅷ遺跡からは縄文時代の陥し穴状遺構、

奈良・平安時代にかけての竪穴住居が見つかり、該期の貴重な資料を追加することが出来ました。

今後、本書が広 く活用され、埋蔵文化財についての関心や理解につながると同時に、その保護や

活用、学術研究、教育活動などに役立てられれば幸いです。

最後になりましたが、発掘調査及び報告書の作成にあたり、ご理解とご協力をいただきました国

土交通省東北地方整備局三陸国道事務所、宮古市教育委員会、宮古市広域行政組合をはじめとする

関係各位に対し、深く感謝の意を表します。

平成 22年 2月

財団法人 岩手県文化振興事業国

理事長  武 田 牧 雄



例   言

1 本報告書は、岩手県宮吉市大字松山第 8地害J地内に所在する隠里Ⅷ遺跡の発掘調査結果を収録 し

たものである。

2 本発掘調査は、三陸縦貫自動車道宮古道路建設事業に伴い遺跡の一部が消滅するため、記録保存

を目的として実施した緊急発掘調査である。

3 岩手県遺跡データベース登録の遺跡コードはLG43-2260、 調査時の遺跡略号は KZ Ⅷ‐08である。

4 発掘調査面積は、9,000ポである。

5 発掘調査の期間と担当者は、次のとおりである。

野外調査 平成 20年 4月 15日 ～平成 20年 8月 31日 /丸山直美・鈴木博之

室内整理 平成 20年 ■ 月 1日 ～平成 21年 2月 28日 /丸山直美・鈴木博之

6 出土遺物の鑑定、気存処理は次の方々および機関に依頼した。

石質鑑定・・・・・・・・花商岩研究所

木材分析鑑定 (肉眼)・ ・・岩手県木炭協会

鉄製品の保存処理・・・・岩手県立博物館

AMS年代測定・ 。・・・株式会社加速器分析研究所

炭化種子同定・・・・・・古代の森研究舎

7 野外調査における安全防護柵の設置、基準点測量および航空写真撮影は次の機関に委託した。

安全防護柵設置 株式会社小山田組

基準′ミ測量   株式会社北日本朝日航洋

航空写真撮影  東邦航空株式会社

8 野外調査・室内整理・報告書作成にあたり、次の機関からご指導・協力をいただいた。

国土交通省東北地方整備局三陸国道事務所、宮古市教育委員会、宮古地区行政組合、宮古地方

森林組合、大坂建設株式会社

9 本書の執筆・編集・校正は丸山 。鈴木が行い、文末にそれぞれ名前を記した。

10 本書では、国土地理院発行の次の地形図を使用した。

1/25,000地形図 宮古

1/50,000地形図 宮古

11 調査で得られた出土遺物および調査に係る諸記録は、岩手県立埋蔵文化財センターにおいて保管

している。

12 調査成果の一部については、現地公開資料および「平成 20年度発掘調査報告書」 (岩文振調報第

546集)等において公表しているが、本書の記載内容と異なる場合は本書の記載内容が優先する。
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調査に至る経過

1調 査 経 過

隠里Ⅷ遺跡は、一般国道 45号宮古道路事業の事業区域内に位置しているため、当該事業の施行に

伴い、発掘調査を実施することとなったものである。

宮古道路事業は、宮古市内の国道 45号の線形不良及び除路箇所を解消し、増大する交通需要に対

応するとともに、三陸沿岸地域への高速交通サービスの充実を図り、地域経済の発展、連携・交流の

促進のために、平成 15年度から事業化している。

これに係わる埋蔵文化財包蔵地の取り扱いについては、三陸回道事務所長から岩手県教育委員会生

涯学習文化課長に、埋蔵文化財包蔵地の確認依頼を行い、平成 18年 5月 12日 ～ 11月 21日 にわたり

試掘調査を行い、平成 18年 12月 20日 付け「教生第 1284号」により、宮古道路建設事業に関連する

包蔵地として回答がなされたものである。

その結果、本発掘調査が必要となったことから、岩手県教育委員会と三陸国道事務所が協議を行い、

財団法人岩手県文化振興事業回埋蔵文化財センターに発掘調査を委託することとなったものである。

(国土交通省東北地方整備局三陸国道事務所 )
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※遺跡位置は第 3図参照 160,000



立 地 と 環 境

1 遺跡 の位置 と立地

隠里Ⅷ遺跡は宮古市大字松山第 8地割地内に所在 し、」R東 日本山田線宮古駅の南西 2.6 km付近に

位置する。調査区はこのうち東西方向へ樹枝状に廷びる山地の尾根部とその間の谷部にかかる 9,000

だである。標高は尾根部の最高位で 77m前後、谷部の最低位で41m前後を測る。調査前は山林で、

遺跡を貫くように木材伐採作業及び搬出に与する簡易道路が造られていた。遺跡の中央部は北緯 39

度 37分 26秒、東経 141度 55分 34秒付近にある。遺跡の東方および南東方には、谷を隔てて平成

19年に発掘調査が行われた木戸井内Ⅳ遺跡、隠里Ⅲ遺跡がそれぞれ隣接している。

遺跡の所在する宮古市は岩手県の最東端に位置し、東側には三陸海岸を擁して太平洋を臨み、西側

には早池峰山を最高峰とする山々が連なる、北上山地中部の東側縁辺部の一端をなしている。平成

17年 6月 6日 に行われた新設合併により、北側に隣接していた田老町、西側に隣接していた新里村が、

それぞれ宮古市と合併し、これによって宮古市は、北と西を下閉伊郡岩泉町、南西を下閉伊郡川井村、

商方を下閉伊郡山田町と境界を接することとなった (平成 20年 ll月 1日 現在、市域面積 696.82厨、

推計人口 57.578人 )。 宮古市周辺の海岸には、浄土ヶ浜をはじめとする三陸海岸の景勝地が数多く存

在するが、その海岸線は宮古市付近を境に南部と北部とで様相を異にする。釜石市を中心とした南部

は湾と岬が入り組んだリアス式海岸であるのに対し、北部は海岸段丘の発達した比較的出入りの少な

い隆起性の海岸線となる。所々には、高さ100mを超える海蝕崖が続いている箇所も見られる。

宮古市を流れる河川は、盛岡市と川井村の境界にあたる区界峠付近に源を発する閉伊川、その支流

の市街地を流れる近内川、長沢川、山口川、宮古湾に注ぐ津軽石川、本遺跡の南東側を流れる八木沢

川がそれぞれの低地を形成している。地質的には東西を三分する津軽石川を境に様相が異なっており、

西側は大半が中生代白亜紀前期の官古花筒岩と呼ばれる角閃石黒雲母花商閃緑岩～ トーナル岩で占め

られ、磁鉄鉱が含まれる。それに対し東側は、中生代白亜紀前期の大浦花商岩と呼ばれる角閃石黒雲

母アダメロ岩やデイサイト質火砕岩、泥岩などが堆積している。低地は、河川流域沿いの狭小な範囲

に限定される傾向が見られる。標高 100m以下の丘陵地はこの低地周辺や海岸に沿って見られ、閉伊

川の北側においては板屋付近から東に山地と低地に囲まれるように帯状に延び、南側では長沢川との

合流地点や磯鶏西側の低地と山地の間に分布する。山地は丘陵地の背後に広がるが、起伏量が比較的

少ない標高 300m以下の中起伏山地あるいは標高 200m以下の小起伏山地である。

隠里Ⅷ遺跡は東流する閉伊川の右 (南)岸に位置し、北流して閉伊川に注ぐ小規模な沢によって形

成された谷底平野沿いの小起伏山地に立地する。

2歴 史 的 環 境

遺跡の所在する宮古市には多くの遺跡が確認されている。本節では旧宮古市域を中心に確認されて

いる遺跡の分布状況を示し、遺跡周辺における歴史的環境について時代毎に概観する。

縄文 。弥生時代

当地域における人々の活動が考古学的に確認できるのは、現段階では縄文時代早期からとされ、菅

ノ沢遺跡、小沢貝塚などが確認されている。縄文時代早期の土器が確認されている遺跡や散布地はそ

-3-
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第 3図 周辺の遺跡分布図



Ⅱ 立地と環境

の他にも存在するが、現段階では総じて詳細な様相が把握できる状況にはない。縄文時代前期に入る

と遺跡の数は増加傾向となり、中期ではさらにその数を増す。該期の遺跡としては宮古市指定史跡磯

鶏蝦夷森貝塚や上村貝塚などが確認されている。両遺跡とも遺存状態良好な貝琢であり、特に人骨を

始めとする有機質遺物に恵まれている。また、国指定史跡崎山貝塚は、縄文時代中期の集落や前期～

中期の貝塚、遺物包含層などが確認されている。弥生時代では、上村貝塚において前期の集落が確認

されており、金浜 I遺跡、木戸井内Ⅲ遺跡、隠里Ⅷ遺跡 (報告遺跡)では、後期の上器が出土している。

奈良 。平安時代

奈良時代の遺跡では、長根 I遺跡の群集墳が調査されている。この遺跡では、蕨手刀や直刀など鉄

製武器類や和同開弥が出土している。県内における和同開亦の出土例は少なく、律令制下で下閉伊地

域を治める有力者の墓域であると考えられる。平安時代の遺跡は前代に比べると増加傾向にある。特

に、集落跡において鉄生産に関連する遺構や遺物が認められる例が多く、 9世紀以降に当地域で鉄生

産が本格的に始まったと考えられる。特に、地質上花筒岩地帯に分類される地域においては製鉄関連

の遺跡が顕著である。宮古湾から西方 l km地点の丘陵上に位置する島田正遺跡は、岩手県内屈指の平

安時代鉄生産関連遺跡であることが発掘調査により明らかになっている。特に製鉄、精錬、鍛錬の各

工程を読み取ることができる遺構と工房跡など内容が充実している。このことは、当地域において製

錬から鉄製品の加工までの一連の生産が、盛んに行われていたことを物語る例として重要である。こ

のほか、平成 19年度に発掘調査が行われた隠里Ⅲ遺跡では平安時代の竪穴住居 4棟とともに、住居

状遺構 9棟 (鍛冶工房含む)、 炭窯 2基、火葬関連施設 1基などが発見され、このうち竪穴住居、火

葬関連施設から、沿岸北部では初となる灰釉陶器片が出上している。

中世 。近世

中世では、城館跡が多く確認・調査されている。これら中世の城館跡は、旧宮古市域において広範

囲に点在し、それぞれ防御的施設を有し、おもに閉伊氏 。一戸千徳氏などの氏族が関係しているとさ

れている。遺跡の周辺域では、松山館、千徳城、田鎖館、花輪館、鱒沢館が確認されている。前代か

ら引き続き、鉄生産に関連する遺構・遺物が認められる遺跡も多くあり、城館跡とセットで確認され

る例もある。近年、調査された山口館跡は、城館跡であるとともに鍛冶工房や製鉄関連遺構が検出さ

れている。また、黒森町遺跡では、鉄鋳物師関連も確認されている。

地域的 。歴史的特性

以上のように、隠里Ⅷ遺跡周辺には、縄文時代～中近世に至るまでの遺跡が数多 く確認、調査され

ている。縄文時代においては、前期～後期の集落が多く、また沿岸地域という立地的特性から貝塚が

多く確認されている。貝塚は有機質の遺物の残像状態が良好な場合が多く、貴重な情報を提供するこ

とが多い。したがって、縄文時代の海に関する生業や食生活を復元する有益な資料である。古代以降

は鉄生産に関連する遺跡が多く確認されていることが特筆すべき事項である。これは花両岩地帯に起

因して、原料である砂鉄を多く産出する地域であるためであると考えられる。

3基 本 層 序

遺跡の所在する松山地区一帯には花聞閃緑岩基盤層が分布しており、地表に向かうにつれ、風化作

用を受けている (マサ土)。 この風化層はその度合いにより下層の岩塊層と上層の砂層に分けられる。

調査区内では、尾根部・斜面部において表土 (森林腐植土)以下の堆積は見られず、直下にマサ土層

が露出する。このため遺構検出面が各時期において共通する。
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3 基本層序

第 1表 周辺遺跡一覧

No 遺跡名 時  代 種  別

1 島田Ⅱ 縄 文 古 代 集落跡 生産遺跡

2 鳥田 I 平安 集落跡

3 磯鶏中谷地 縄文・古代 集落跡

4 人木沢古舘 中世 城館跡

5 磯鶏館山 縄文～近世 集落跡・城館跡 生産遺跡

6 苛根 縄文 土壌墓郡

7 燕風 縄文 集落跡

8 菅ノ沢 縄文・古代 集落跡

9 近内中村 縄文 弥生・古代 集落跡

峰ヶ沢 I 隠文 古代 集落跡

近内白石 I 古代以降 製鉄遺跡

近内大館 中世 城館跡

赤畑 健文・近世 集落跡

山口駒込 I 偲文 奈良 集落跡

山口駒込 Ⅱ 古代以降 集落跡

狐埼 健文 奈良・平安 集落跡

山口館 縄文・古代 。中世 城館跡・集落跡

拝殿峠 縄文 集落跡

黒森町 I 近 世 屋敷跡 鉄鋳物製作跡

小沢貝塚 縄文 貝 塚

佐 原 縄文 集 落 跡

平松 I 縄文 集落跡

熊野町 中世 番屋敷

鍬ヶ埼館山貝塚 縄文～中世 貝塚 集落跡・城館跡

非戸ヶ洞 縄文 集落跡

田鎖館 中世 城館跡

黒田館 中 世 城館跡

下大谷地 I 縄文・古代 集落跡・生産遺跡

千徳城 奈良・平安 中世 城館跡・製鉄跡

青猿 I 縄文・平安 集落跡・製鉄跡

青猿Ⅱ 弥生 。平安 集落跡

長根 I 弥生～中世 郡集墳

泉町狐埼Ⅱ 縄文・奈良・平安 集落跡

l号 勇子I 古代 集落跡

笠間館 中 世 城館跡

横山 古代 集落跡・貝塚

木戸井内I 古代以降 生産遺跡

木戸井内Ⅲ 弥生 古代以降 生産遺跡

木戸井内Ⅳ 縄文・古代 近世 集落跡・生産遺跡

小山田館 中世 城館跡 製鉄関連遺跡

松山館 古代 。中世 城館跡

No 遺跡名 時  代 種   別

松 山大地田沢 古代 集落跡

隠里 I 縄文・古代 集落跡

隠里 Ⅱ 縄文 古代 集落跡

隠里Ⅲ 縄文 古代 集落跡

隠里Ⅷ 縄文 弥生 古代 集落跡

磯鶏竹洞 I 平安 集落跡

藤原上町Ⅱ 余良 集落跡

光岸地 縄文 集落跡 貝塚

小沢田 縄文 古代 貝塚

早坂 縄文 弥生・古代 貝塚

上村貝塚 縄文～平安 集落跡 貝塚

磯鶏蝦夷森貝塚 縄文 古代 貝塚

仏沢 I 縄文 平安 集落跡

花輪館 中 世 城館跡

下折壁 ] 中世 城館跡

人木沢 ] 縄文 古代・中世 集落跡

人木沢Ⅲ 古代以降 生産遺跡

入木沢新館 中世・近世 城館跡

鱒沢館 中世 城館跡

入木沢駒込 I 縄文・古代 集落跡・生産遺跡

金浜館 中世 城館跡

金浜 I 縄文 散布地

金浜Ⅱ 古代 集落跡

金浜Ⅲ 縄文・古代 散布地

金浜Ⅳ 縄文 散布地

金浜V 縄文 散布地

金浜堤ケ沢 古代以降 製鉄跡

馬越 Ⅱ 古代 集落跡

山崎館 中世 城館跡

沼 里 縄文 ,奈良 集落跡

沼里館 中世 城館跡

小堀内 I 縄文・弥生・奈良 集落跡

赤前Ⅲ 縄文・平安 集落跡

赤前Ⅳ 八枚田 縄文・平安 集落跡

赤前館 中世 城館館

埼山貝塚 縄文 集落跡 貝塚

人木沢駒込 I 縄文 古代 集落跡

八木沢野来 縄文 古代 集落跡・生産遺跡

賽の神 弥生・古代 生産遺跡

賽の神 ユ 縄文・古代 生産遺跡

賽の神] 縄文・古代 生産遺跡
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Ⅱ 立地と環境

調査区が広範囲にわたるため、層序決定に際 しては数本の トレンチ断面 より基本層序の確認 を行 っ

ている。谷部では地点毎に堆積様相が異なるが、おおむね以下のようになる。

(谷部)

Ia層  10YR4/6褐 色シル ト 粘性 。しまり共弱 責橙～灰白色風化花南岩粒 (以下、マサ土粒 )

φ l～ 10 mm全体に 30/0程度含む (盛土 )

Ib層 10YR2/2黒 褐色シル ト 粘性弱 。しまり中 マサ土粒 φ l～ 10mm全体に50/0程度含む (表

土)

Ⅱ層 10YR2/3黒 褐色シル ト 粘性弱 。しまりやや強 マサ土粒 φ l～ 10mm全体に 30/O程 度含む

炭化物粒 l°/。 未満

Ⅲ層 10YR2/3～ 3/1黒褐色シル ト 粘性弱 。しまり中 マサ土粒 φ l～ 10mm全体に 30/O程 度含

む (斜面崩落層 )

Ⅳ層 10YRl,7/1黒色シル ト 粘性やや強。しまり中 マサ土粒 φ l～ 5 mm全体に 10/o程度含む (縄

文土器片を少量含む)

V層 10YR3/4暗 褐色シル ト 粘性中 。しまりやや強 マサ土粒 φ l～ 5 mm全体に 10/O程度含む

餅毛文土器片を少量含む)

Ⅵ層 10YR3/3暗褐色シル トと 10YR4/6褐色シル トとの混合土 粘性 。しまり共やや強

Ⅶ層 10YR3/2黒褐色シル ト 粘性 。しまり共強

Ⅷ層 10YR2/3黒褐色シル ト 粘性 。しまり共強

Ⅸ層 10YR3/3暗褐色シル ト 粘性弱 。しまり強 (風化花聞岩層 =マサ土 )

(尾根・斜面部)

lb層 10YR2/3黒褐色シル ト粘性弱 。しまり中 マサ土粒 φ l～ 10 mm全体に 50/O程度含む (表

土)

Ⅸ層 10YR8/6～ 8/1責橙色～灰白色シル ト 粘性弱 。しまり強 (風化花筒岩層 =マサ土 )

引用 。参考文献

岩手県企画開発室 1974『土地分類基本調査 ―官古・能ヶ崎―』

(財 )岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター 1999『島田正遺跡』岩手県文化振興事業国埋蔵文化財調査幸R告書第 337集

(財 )岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター 2000『沢田 I遺跡発掘調査報告書』岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査

報告書第 318集

(財 )岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター 2004『 島田Ⅱ遺跡第 2～ 4次発掘調査報告書』岩手県文化振興事業団埋蔵

文化財調査報告書第 450集

(財 )岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター 2006『山口館跡発掘調査報告書』岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査

報告書第 485集

宮古市教育委員会 1986『宮古市遺跡分布調査報告書 4』 宮古市埋蔵文化財調査報告書 8

宮古市教育委員会 1986『宮古市遺跡分布図』宮古市埋蔵文化財調査報告書 9

宮古市教育委員会 1992『金浜 I遺跡・大付遺跡』宮古市埋蔵文化財調査報告書 30

宮古市教育委員会 1999『千鶏Ⅳ遺跡』宮古市埋蔵文化財調査報告書 54

宮古市教育委員会 1999『崎山貝塚習宮古市埋蔵文化財調査報告書 55

宮古市教育委員会 2002『 山口館跡』宮古市埋蔵文化財調査報告書 57

宮古市教育委員会 2006『崎山貝塚第 20次調査・早稲栃Ⅱ遺跡第 7次調査』宮古市埋蔵文化財調査報告書 66

宮古市教育委員会 2006『木戸井内Ⅳ遺跡』宮古市埋蔵文化財調査報告書 68
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4月 14日

4月 15日

4月 15日 ～

4月 16日

Ⅲ 調 査 方 法

1野 外 調 査

(1)調 査 経 過

プレバブ設置

資材搬入、調査開始。

重機搬入・稼働開始 (バ ックホー 0.451台・キヤリアダンプ6tl台 )。 作業道整備等。

17日  雑物撤去。

単管防護柵資材運搬 。設置。

調査区が複数の尾根、谷部にかか り、他社工区との隣接地帯である為、土砂や雑物の流

出防止封策、作業員の転落防止、他社 との相互安全工事にかかる対策を講ずる。

4月 18日  AED講 習会

4月 21日  試掘開始。 4月 24日 まで随時。

4月 30日  人力による検出作業開始。 6月 2日 まで随時。

5月 1日 基準杭打設。精査開始。

5月 21日 竪穴住居をはじめとする複数の遺構を確認、本格的な精査に着手。

6月 17日  空撮実施。終了確認。

6月 30日 調査終了。撤収。

(2)発掘調査の方法

①グリッド設定と調査区の名称

調査グリッドの幅は大グリッド50m、 小グリッド5mで統一し、遺物の取り上げや遺構の平面的

配置の把握に用いた。グリッドはすべて北西隅を原点とし、北から南に I～ Ⅲのローマ数字と、西

から東に昇順する大文字アルファベットA～ Dで大区画を表し、更に北から南に向かって昇順する

算用数字 1～ 10と 、西から東に小文字アルファベットa～ jで小グリッドを表した。図版中の座標値、

標高値はすべて世界測地系で示している。遺跡内の地形の表現については、山地の峰線上の範囲を「尾

根部」、尾根部に挟まれた低地帯を「谷部」、尾根郡と谷部をつなぐ斜面地を「斜面部」と呼称した。個々

のエリアの名称は第 6。 7図 に示している。

②安全対策・雑物撤去・粗掘 。遺構検出

遺跡の調査前現況は山林であった。調査開始前には宮古地方森林組合によって調査範囲の伐採作

業が行われ、調査開始直後は伐採にて生じた雑物 (伐採木の幹および枝葉)の撤去作業から行った。

また、調査区内の斜度によっては転落防止措置を図り、残土の流出が懸念される箇所については安

全防護柵、土嚢列を設置するなどして随時安全を確保するよう努めた。なお、安全防護ltTの搬入お

よび設置は株式会社小山田組に業務を委託した。雑物撤去終了後は順次、表上の厚さや遺構の有無、

遺物の出土状況を確認する目的で調査区全体に人力による試掘 トレンチを入れ、その後、試掘結果

に応じて尾根部・斜面部はマサ土層まで、谷部においてはⅢ層上面まで重機を使用して表土除去を

-11-
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Ⅲ 調査方法

行った。表土除去は尾根上から斜面に向け行い、重機が進入不可能な急斜面などは安全ベルトを着用

した上で、適宜人力によるトレンチ調査を行った。表土除去後は、尾根上から順次人力による遺構検

出作業を行った。検出した遺構の掘削は、竪穴住居については4分法、その他の遺構については規模。

形状に則して4分法、2分法など適宜選択して行った。また、遺構埋上の掘削に際しては層位毎に遺

物を取り上げるよう努めた。さらに、竪穴住居の床面、カマド燃焼部・煙道埋上については土壌を採

取し、現地にて土壊洗浄・炭化種子の選別・抽出作業を行った。

遺構平面図は、おもに光波測量機器、電子平板を用いて実測及び作図した。なお、遺構平面図は遺

構の種類、規模などを考慮し20分の 1、 10分の1な どの縮尺で作成した。遺構断面図は、平面図と

同一縮尺での作成を原則とした。

遺構の写真撮影は、35 mmモ ノクロ 。35 mmカ ラーリバーサル・6× 7 cm判モノクロによる撮影を基

本とし、補助的にデジタルカメラによる撮影も合わせて行った。撮影に際しては、当センター所定撮

影カードの記入および写し込みを行い、撮影写真の整理に活用した。

(3)整理作業の方法

発掘調査終了後の整理作業は、当センター内にて行った。発掘調査時に作成し、点検を経た遺構等

の断面実測図は、必要に応じて第 2原図や合成図を作成し、スキャナーで取り込みデジタルデータ化

した。遺構平面図は電子平板で作成し、これと断面のデジタルデータを合成して図版を作成した。作

成したデジタル図版はEPS形式で保管している。遺構等の写真はそれぞれアルバムにより整理を行

った。本書に掲載する遺構写真は選択した後、紙焼きし写真図版用に版下を作成した。

遺物の洗浄および注記を経た遺物は、接合作業を行い、必要なものは石膏による復元も行った。本

書に掲載する遺物を選択し、実測作業と写真撮影を行った。選択基準は、実測可能な残存状況のもの

を原則とし、土器類の破片については特徴から時期や土器型式を特定できるものを中心とした。遺物

の実演1作業は、原寸での実測を基本とした。土器は実測可能なものを中心に実測を行った。実測を行

った遺物は、浄書し図版用の版下を作成した。また、縄文土器器表面や銭貨等は湿拓により採拓した。

遺物の写真撮影はデジタルカメラを用いて行い、圧縮したデータを編集し写真図版として掲載した。

なお、これら遺物写真データはRAW形式とJPEG形式の両方を保管している。すべての処理が終了

した遺物は、本書掲載遺物と不掲載遺物とに分けて所定の場所へ収納した。

(4)記載方法 と凡例

①遺構

遺構名・遺構番号は遺跡ごとに付与した。発掘調査中は略号 (SIoSKoSXな ど)を用いたが、本書では、

「 1号竪穴住居」、「 1号土坑」などと表記した。遺構図面は点検後、必要に応じて第 2原図を作成した。

図版中の縮尺は個々にスケールを付した。なお、使用したスクリーントーンの種類は凡例のとおりで

ある。

②遺物

遺物の掲載番号は、以下のごとくl～ 2桁の遺物番号を付した。なお、実測図・写真とも共通の掲

載番号である。また、遺物は土器・土製品→石器・石製品→鉄製品の順序で掲載している。遺物実測

図は、土器、礫石器を3分の 1、 剥片石器・鉄製品を2分の 1でそれぞれ統一し掲載した。なお、銭

-13-



1 野外調査

貨の拓影は原寸で掲載 した。写真図版は、デジタルカメラで撮影 した画像データ (」PEG形式)を用

いた。遺物写真の寸法は遺物実測図とほぼ同じである。

[フ ローテーシヨンにかかる遺構内土壌の採取 ]

遺構の埋土をサンプリングし、ウォーターフローテーシヨン・セパ レーション法による微細自然

遺物の回収を実施 している。土壊は 10リ ットルのバケツ内で水洗 し、炭化浮遊物を 0.511mメ ッシュ

の舗で回収する作業を数回繰 り返 した後、沈殿物を 0.5 mmメ ッシュの舗で回収 した。浮遊物は新聞紙

(一部はアルミホイル)の上にのせ保管・乾燥 した後、肉眼あるいは 15倍のルーペ下で自然遺物の

1時選別を行った。なお、サンプル採取地点およびフローテーシヨン・セパレーション実施推定土

壊量は以下のとお りである。

謂
櫛

構 名 採取地点 土壊是 (1)

1号竪ス 東ベル ト床面 40

1号 竪穴住居 西ベルト床面 611

1号竪穴住居

1号竪穴住居 北ベル ト床面 60

1号竪穴住居 Ql床面

1号竪穴住居 Q2床面

1号竪穴住居 ⑥3床面 120

1号竪穴住居 Q4床 面 40

t号 竪穴住居 カマ ド崩落土

I号 竪穴住居 カマ ド構築土

1号竪穴住居 カマ ド焼土

1号竪大住居 カマ ド煙道

2号竪穴住居 東ベル ト床面

2号竪穴住居 西ベル ト床面

2号竪穴住居 商ベル ト床面

2号竪穴住居 北ベル ト床面

2号竪穴住居 Q2床面

2号竪欠住居 Q3床 面

※土壌量は推定

週構名 土壌畳 (1)

2号竪穴住居 Q4床 面

2号竪穴住居 Q2床 面炭化物層

2号竪穴住居 Q3床面炭化物層 20

⑥4床面炭化物層

2号竪穴住居 FD「 り床

2号竪穴住居 カマ ド構築土

2号竪穴住居 カマド焼土

2号竪穴住居 床上 3～ 5 cm

2号竪穴住居 貼 り床 郷

3号竪穴住居 東ベル ト床面 60

3号竪穴住居 西ベル ト床面

3号竪穴住居

3号竪穴住居 北ベル ト床面

3号竪穴住居 Ql床 面 1611

3号竪穴住居 Q2床 面

3号竪穴住居 04床 面 知

3号竪穴住居

3号竪穴住居

選構名 採取地点 土壌盪 (1)

3号竪穴住居 カマ ド焼土

カマ ド煙道 160

3号竪穴住居 200

4号竪穴住居 床面一括

4号竪穴住居 カマ ド崩落土

4号竪穴住居 カマド構築土 10

4号竪穴住居 カマ ド焼土

120

3号土坑 理 主

1号焼土 埋 土

1号焼上 炭化移層 鉤

[号焼土 粘 土 200

下位黄褐色土

l号焼土

1号炉跡 焼 土 1郷

一

一

一

一

一

一

イ一イ一イ(九 山)

Ⅷ
拗

圏
雄

竪穴住居の:

床面区割 Ql

住
居
規
模
の
計
測
位
置

示
`)1厚

さ

土器 礫

主軸方向と

l～ Q4

―

Q4

向

Q3 Q2
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Ⅳ 調 査 成 果

1概  要

今回の調査で検出された遺構は、縄文時代の炉跡 1基、陥し穴状遺構 6基、奈良時代の竪穴住居 4

棟、時期不明の土坑 5基、焼土遺構 1基、道路状遺構 1条である。

2検 出 遺 構

縄文時代

炉跡

1号炉跡 (第 8図、写真図版 3)

中央尾根東向き斜面、工B4hグ リッドに位置する。検出面はⅦ層で、1号埋没沢に近接 している。

全体 としては 1.23× 0.57mの 不整楕円形の範囲に小礫が集石され、北半部の集石内部に径 60× 35 cm、

厚さ 13 cmの 不整楕円形の焼上が広がるものである。平面形から竪穴住居に伴う炉に類するとみられ

たが、斜面地に立地 し明確な掘 りこみが伴わないことなどから単独の炉跡と判断した。出土遺物はな

く詳細は不明だが、検出層位から縄文時代の遺構 と考えられる。

(九 山)

陥 し穴状遺構

1号陥 し穴状遺構 (第 9図、写真図版 3)

[位置・検出状況]調査区中央部、工B4jグ リッドに位置する。この付近は木材切 り出し道路によ

り、削平・盛土がなされていた。検出面は盛土直下のⅨ層 (マサ土)上面であるが、本来の検出面の

上面は 10～ 20 cm程度削平されていたと思われる。黒褐色の溝状プランとして確認 した。西半部は 1

号竪穴住居 と重複 し、これによって切られている。

[規模・形状]規模は開口部径 3.89× 0.7m、 底部径 4.09× 015mの溝形を呈する。長軸方向はN―

73° 一Eである。短軸の断面形は、壁が底面から30 cmほ どややタト傾 して立ち上が り、開口部に至るV

字形を呈する。長軸の断面形は両端の壁が内湾 して立ち上がるフラスコ形を呈する。底面は中心部が

やや窪む皿状で、深さは尿深部で 1.35mを 測る。

[坦土]6層からなり、第 1～ 3層はにぶい責褐色～明責褐色シル ト、第 4～ 6層 は暗褐色～にぶい

黄褐色のマサ土崩落層で構成される。自然堆積の様相を呈する。

[出土遺物・時期]出土遺物なし。類例と形態から、縄文時代の陥し穴であると考えられる。

2号陥 し穴状遺構 (第 9図、写真図版 3)

[位置 。検出状況]調査区中央部、ⅡB4i～ ⅡB4jグ リッドに位置する。検出面は 1号竪穴住居

の貼 り床直下 (Ⅸ層)で、暗褐色のプランとして確認 した。上位は 1号竪穴住居によって切 られている。

[規模・形状]規模は開口部径 2.81× 0,23m、 底部径 254× 0.04mの溝形を呈する。長軸方向はN―

78° ―Eである。短軸の断面形は、タト傾 しながら立ち上がるV字形を呈する。長軸は壁の両端が外傾

して立ち上がる。底面はほぼ平坦で、深さは残存 している最深部で 30 cmを 測る。

[埋土]下位の 2層が残存 してお り、掲色～明褐色シル トで構成される。第 1層はマサ土崩落層である。

-15-



2 検出遺椿

1号炉跡

瀦総χ爾緊君督ワカ祥喀蓬占
ま継 しまり共中

瑠駆周鼈功【離:震綾車

0        1=40       と]

第 8図 1号炉1跡

[出土違物・時期]婦文土器が2点出土している。いずれ―も深鉢である。出土遺物と遺構の形態から、

縄文時代の陥し穴であると考えられる.。

3号陥し穴状遺構 (第 10図、写真図版3)

[位―置・検出状況]調査区中央部、IB3五 、ⅡB4h、 ⅡB4iグリツドに位置する。1検出面は埋

没沢WIl層上面で、黒褐色のプランとして確認した。

[規模■形状]規模1主開田部径 247XO.58m、 底部径 a02XO"れ の溝形を呈する。長軸方向はN―

61° ―Eで―
ある。短軸の断面形は、壁が底面から50cm程 1.ま ‖李難 に立ち上がり、そこから開口部に向

つて外傾するY字形を呈する.。 長軸の断面形は、壁が内傾して立ち上がり、そのまま開田部に至るフ

ラスコ形を呈する。底面は北東方1向 1こ傾斜している。深さは最深部で1188mを 測る。

[埋土]6層からなり、黒褐色シルト主体で構成される。下位の第5～ 6層は、粘性が強いシルトの

堆積である。自然堆積の様相を呈する。

[出土遺物■時期]出土遺物なしる類例―と形態から、縄文時代の1陥 し穴であると考えられる。

工 16-
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1号陥―し穴状遺構

A■
と三住二ど聖望些ζ

2号陥し穴状遺構

:飴斡鰯鵜嚇
協

一―――――A'

V 調査成果

.■
01.10004

―――― ド

Ъ黒財落認謹V判窯子総 ど讐ワ覧芋
まり申

,       1:40      1“

第9図 2号―
陥し穴状遺構

-17-



2 検出離

こ号陥し穴状逢構

Ｂ

ｏ

:に勤Ⅷ配
に醇

4-号陥し穴状遺構

B

１

２

３
・４

Ｓ

　

６

●
陣  鱒甥
10YR3/3暗褐aンルト 1雅性申 しまケやや験
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0    ■40   11a

―

 

―

『一れ
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Ⅳ 調査成果

4号陥 し穴状遺構 (第 10図 、写真図版 4)

[位置・検出状況]調査区中央部、IB4g～ 工B4hグ リッドに位置する。検出面は埋没沢Ⅶ層上

面で、黒褐色のプランとして確認 した。

[規模・形状]規模は開口部径 2.73× 0.6m、 底部径 2.53× 0.14mの溝形を呈する。長軸方向はN一

80° 一Wである。短軸の断面形は、壁が底面からほぼ垂直に立ち上がるU字形を呈する。長軸の断面

形は、壁が内傾 して立ち上がった後に、タト傾 して開田部に至るフラスコ形を呈する。底面は東方向に

やや傾斜 している。深さは最深部で 182mを 測́る。

[埋土]7層からなり、黒褐色～褐灰色シル ト主体で構成される。自然堆積の様相を呈する。

[出土遺物・時期]出土遺物なし。形態から、縄文時代の陥し穴であると考えられる。

5号陥 し穴状遺構 (第 11図、写真図版 4)

[位置・検出状況]調査区中央部、IB4f～ IB4gグ リッドに位置する。検出面は埋没沢Ⅶ層上

面で、黒褐色のプランとして確認 した。

[規模・形状]規模は開口部径 2.21× 1.16m、 底部径 ■33× 0.49mの楕円形を呈する。長軸方向は

N-28° ―Wである。断面形は、壁が外傾 して立ち上が り、そのまま開口部に至る逆台形を呈する。

底面はほぼ平坦である。底面の中央部から径 7～ 14 cm、 深さ3～ 21 cmほ どの小穴が 3個検出された。

深さは最深部で ■52mを 測る。

[埋土]半裁を行った箇所が中心を外れた為、エレベーションを取 り直 し合成 している。この為、埋

上下位の記録を欠 く。黒褐色シル ト主体で構成される。

[出土遺物・時期]出土遺物なし。形態から、縄文時代の陥し穴であると考えられる。

6号陥 し穴状遺構 (第 11図、写真図版 4)

[位置・検出状況]調査区中央部、ⅡB8e～ IB3fグ リッドに位置する。検出面は埋没沢Ⅶ層上

面で、黒褐色のプランとして確認 した。

[規模・形状]規模は開口部径 3.51× 0.5m、 底部径 3.64× 0.08mの溝形を呈する。長軸方向はN―

14° ―Eである。短軸の断面形は、壁がやや外傾 して立ち上がるV字形を呈する。長軸の断面形は、

壁の両端が外傾 して立ち上が り開口部に至るV字を呈する。底面はほぼ平坦である。深さは最深部で

■05mを 測る。

[埋土]4層からなり、黒色～黒褐色シル ト主体で構成される。自然堆積の様相を呈する。

[出土遺物・時期]出土遺物なし。類例と形態から、縄文時代の陥し穴であると考えられる。

(鈴木)

埋没沢

埋没沢 (第 5。 7図、写真図版 4)

中央尾根東向き斜面上、現沢筋よりやや南側に逸れた地点に位置する。表土除去後に、西―東方向

に遺物を含む黒色の帯状範囲として検出された。検出範囲は 211∬で、厚さ50～ 62 cmを 測る。基本

層序第Ⅳ層～V層 に相当するもので、縄文時代中期中葉の上器片、炭化物粒を少量含む。

(九 山)
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2 検出遺構

5号陥し穴状遺構

▲L■64 900�

6号陥し穴状遺樗
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Ⅳ 調査成果

奈良時代

竪穴住居

1号竪穴住居 (第 12図、写真図版 5)

[位置・調査過程 ]調査区中央部、工B3i～ j、 IB41～ j、 IB5i～ jグ リッドに位置する。

この付近は、木材切 り出し道路を作る際に削平・盛上がなされている。検出面は盛土直下のマサ土上

面であるが、削平を受けているため、本来の検出面よりも 10～ 20 cm低い位置であると思われる。明

瞭な黒掲色プランとして確認した。    ´

[重複関係]北東隅で 1号陥し穴状遺構 と、南側で 2号陥し穴状遺構 と重複 しこれらを切る。

[規模・平面形・主軸方向]東辺 5.37m、 西辺 56m、 南辺 478m、 北辺 48mの隅丸方形を呈する。但 し、

上位が切 り出し道路による削平を受けているため、検出面からの残存値である。住居主軸方向はN
-90° 一Wである。

[埋土]9層からなり、黒色～暗褐色シル ト主体で構成される。全体に3～ 10 mmほ どの炭化物を含む。

[壁 ・床面]壁は4面 とも良好に残存 してお り、それぞれ外傾 して立ち上がる。壁高の残存値は東側

47 cm、 西側 61 cm、 南側 34 cm、 北側 41 cmを 測る。床面はⅨ層 (マサ土面)を掘 り込んで構築 している。

明瞭な硬化面は確認できなかったが、全域に暗褐色シル トを含む貼 り床が施されている。また、東側

と西側を中心に幅 14～ 16 cm、 深さ6 cm前後の壁溝を確認 した。なお、床面Q4か ら検出された炭化

材の放射性炭素年代測定を実施 している (分析・鑑定の項参照)。

[カ マ ド]西壁の中央部に設置されている。袖は浅責橙色粘土主体で構築されており、北側の袖からは芯

材に用いられたと思われる礫が倒れた状態で確認された。煙道は参Jり貫き式で、底面はほぼ平坦である。煙

道長は 1.lmを測る。煙出し部は、径 23× 22 cmの 円形で、深さは検出面下 80 cmを測る。第2層には拳大

の礫が充填されている。燃焼部の平面形は 50× 46 cmの楕円形で皿状に窪んでおり、厚さは最厚部で4cmを

波よる。

[柱穴・ピット]検出されていない。

遺物 (第 20。 21図、写真図版 12)

[土師器]24点出上 した。内訳は杯 5点、小形甕 2点、長胴甕 17点である。

[石器]床面から2点出土 した。いずれも磨石である。

[土製品]カ マ ドから2点出土 した。焼成粘土塊で、土製支脚片の可能性がある。

[炭化種子]カ マ ド南側よリオニグルミがわずかに出上 した。

時期 床面出土遺物の特徴 とAMS測 定の結果から8世紀後半代 と推定される。

(鈴木)

2号竪穴住居 (第 13図、写真図版 6)

[位置 。重複関係 ]IC6dグ リッドに位置 し、東尾根の南向き斜面中位に位置する。平成 18年試

掘 トレンチ T124に て存在が確認されていた。検出層位は表土直下のⅨ層マサ土上面で、黒褐色上の

広が りとして確認された。重複関係はない。

[規模・平面形・主軸方向]斜面地に位置することから崩落・流出等の影響で南辺が残存せず、全容

は不明である。残存辺長は西―東 3.62m、 北―南 (2,73)mで、平面形は隅九方形基調を呈する。住

居主軸方向は N-2° ―Wである。

[埋土]4層 に分層される。黒褐色砂質シル ト主体で構成されるが、北側壁際には斜面崩落上である

鈍い責掲色の砂質シル トが厚 く堆積する。全体的にマサ上が少量混入 している。

[壁・床面]住居構築時の掘削はマサ土層中を掘 り込んでいる。貼 り床は認められない。残存床面範
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2 検出遵構
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Ⅳ 調査成果

囲はほぼ平坦で、場所による硬度差は確認されない。壁は北 。東・西側が残存 してお り、やや外傾 し

て立ち上がる。検出面から底面までの深さは最 も残存する北側で ■29mを 測る。壁溝は検出されて

いない。なお、西ベル ト床面から出上 した炭化材の放射性炭素年代測定を実施 している。

[カ マ ド]西壁の中央部から検出されている。上部が失われているため構造は不明である。煙道はほ

ぼ平坦に西側へ廷び、煙出しに至ってピット状に低 く掘 りこまれる。煙道長は 1.46m、 幅は 25,7 cm、

煙出し部分の深さは 35.3 cmで ある。本体部分はほとんど残存 しておらず、右袖の一部とわずかな燃

焼部範囲が確認されたのみである。カマ ド前方床面からは角礫片が出上 しており、芯材であった可能

性がある。燃焼部は44× 36 cmの 楕円形で、厚さは最厚部で 7 cmを 測る。

[柱穴・ピット]確認されていない。

遺物 (第 22図、写真図版 13)

[土師器]6点出上 した。内訳は、必 1点、小形甕 1点、長胴甕 4点である。

[石器]床面から磨石が 1点出上 している。

[鉄製品]埋土下位から刀子が 1点出土 している。

[炭化種子]床面～埋上下位にかけてクリなどの堅果類、オオムギやキビなどの雑穀が各少量出上している。

時期 床面出土遺物の特徴 とAMS測 定の結果から8世紀後半代と推定される。

3号竪穴住居 (第 14・ 15図 、写真図版 7)

[位置・重複関係]IC8cグ リッドに位置し、東尾根の南向き斜面下位に位置する。検出層位は表

土直下のⅨ層 (マサ土)上面で、黒褐色上の広が りとして確認された。西側で 4号竪穴住居と重複 し、

これを切る。当初、 4号竪穴住居の単独遺構 と認識 し、調査を開始 したが、調査途中で本竪穴住居の

カマ ドを検出、その結果、 2棟の住居の重複であると判明した。

[規模・平面形・主軸方向]斜面地に位置することから崩落・流出等の影響で南辺が残存せず、全容

は不明である。残存辺長は西―東 4.25m、 北―南 (2.10)mで、平面形は隅丸方形基調を呈する。住

居主軸方向は N-25° ―Eである。

[埋土]6層 に分層される。第 6層は貼 り床である。黒褐～暗褐色のシル トで構成される。

[壁 ・床面]住居構築時の掘削はマサ土層中を掘 り込んでいる。床面には黒掲色シル トにより2.88

×2.12m、 厚さ 6 cmの 貼 り床が施される。残存床面範囲は東側がわずかに低いもののほぼ平坦で、場

所による硬度差は確認されない。壁は北 。東・西側が残存 してお り、やや外傾 して立ち上がる。検出

面から底面までの深さは最 も残存する北側で 71 cmを 測る。壁溝は検出されていない。

[カ マ ド]北壁の中央部、やや右寄 りから検出されている。今Jり 抜 き式のカマ ドである。煙道は トン

ネル状に掘 りこまれてお り、底面はほぼ平坦に北側へ延び、煙出しに至ってピット状に低 く掘 りこま

れる。煙道長は 87 cm、 幅は 28,9 cm、 煙出し部分の深さは 55 cmである。本体部分は天丼部が残存せず、

袖部と燃焼部範囲が確認されたのみである。カマ ド右袖床面Qlからは角礫片がまとまって出上 して

お り、芯材が廃棄されたものである可能性がある。燃焼部は 44× 41 cmの 楕円形で、火床面は被熱に

よりごく硬 くしまっている。厚さは最厚部で 9 cmを 測る。

[柱穴・ピット]北西隅から87× 62 cm、 深さ 14 cmの ピットを 1個検出している。

遺物 (第 22図、写真図版 13)

[土師器]8点出土 した。内訳は、小形甕 1点、長胴甕 2点である。

[鉄製品]床面から形態不明の鉄製品が 1点出上 している。

[炭化種子]カ マ ド煙道からイネが出上 している (分析・鑑定の項参照)。
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Ⅳ 調査成果

時期 床面出土遺物の特徴および重複関係から8世紀後半～ 9世紀代 と推定される。

4号竪穴住居 (第 14・ 15図 、写真図版 8)

[位置 。重複関係]Ⅱ C8cグ リッドに位置し、東尾根の南向き斜面下位に位置する。検出層位は表

土直下のⅨ層 (マサ土)上面で、黒褐色土の広が りとして確認された。東側で 3号竪穴住居と重複 し、

これにより切られる。当初、本遺構単独の竪穴住居と認識 し、調査を開始 したが、調査途中で 3号竪

穴住居のカマ ドを検出、その結果、 2棟の住居の重複であると判明した。

[規模 。平面形・主軸方向]斜面地に位置することから崩落 。流出等の影響で南辺が残存せず、金

容は不明である。残存辺長は西―東 (1.6)m、 北―南 (19)mで 、平面形は隅丸方形基調を呈する。

住居主軸方向は N-69° 一Wである。

[埋土]4層 に分層される。第 10層 は貼 り床である。黒褐、明責褐色のシル トで構成され、全体的

に炭化物粒を少量含む。

[壁・床面]住居構築時の掘削はマサ土層中まで及んでいる。床面は黒褐色砂質シル トによって薄 く

貼 り床が施され、最厚部で 8 cmを 測る。残存床面範囲はほぼ平坦で、全体的に硬 くしまる。壁は北・

西偵1が残存 してお り、やや外傾 して立ち上がる。検出面から底面までの深さは最 も残存する北側で

69 cmを 測る。

[カ マ ド]カ マ ドは西壁に造られ、割 り貫き式の煙道を持つ。煙道は トンネル状に掘 りこまれてお り、

底面はほぼ平坦に西側へ延び、煙出しに至ってピット状に低 く掘 りこまれる。煙道長は 127m、 幅は

20.7 cm、 煙出し部分の深さは 58 cmで ある。本体部分は礫に粘土を貼 り付けて袖を構築するもので、

天丼部は燃焼部上に崩落 して残存 していた。崩落土内からは土師器長胴甕が出土 している。これらは

出土状況から使用時の状況を留めている可能性がある。燃焼部は 21.9× 21.l cmの精円形で、火床面

は被熟によりごく硬 くしまる。厚さは最厚部で 3 cmを 測る。なお、左袖付近床面から出土 した炭化材

の放射性炭素年代測定を実施 している (分析・鑑定の項参照 )。 炭化材は肉眼観察の結果、センノキ

であるという鑑定結果を得ている。

[柱穴・ピット]な し。

遺物 (第 23図、写真図版 13)

[土師器]4点出上 した。内訳は郭 1点、長胴甕 2点、球胴甕 1点である。

[炭化種子]床面よりごく少量出土 している (分析 。鑑定の項参照)。

時期 床面出土遺物の特徴 とAMS測 定の結果から8世紀後半代と推定される。

(丸山)

時期不明

土坑

1号土坑 (第 16図、写真図版 9)

[位置・検出状況]調査区東尾根部、 I C 10 g～ IClgグ リッドに位置する。平成 18年度の確認

調査 トレンチT227にて存在が確認されていた。検出面は表土直下のⅨ層 (マサ土)上面で、黒褐色

の円形プランとして確認 した。

[規模・形状]平面形は開口部径、底部径 2.31× 1.83mの 楕円形を呈する。壁はやや外傾する急角度

で立ち上が り、その後は緩やかに外傾 して開田部に至る。検出面からの深さは最深部で 1,34mを 測る。

[埋土]13層 からなり、上位は黒褐～暗褐色シル ト、下位はにぶい責褐色～にぶい責橙色シル ト主

体で構成される。自然堆積の様相を呈する。
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Ⅳ 調査成果

[出土遺物・時期]I層下位から検出面にかけて縄文から弥生時代にかけての上器片が出上 している

が、埋土中からの出土遺物はなく、詳細な時期は不明である。

2号土坑 (第 16図、写真図版 9)

[位置・検出状況]調査区東尾根部、IClh～ ICliグ リッドに位置する。検出面は表土直下の

Ⅸ層 (マサ土)上面で、黒褐色の楕円形プランとして確認 した。

[規模・形状]平面形は開口部径 3.87× 2.26mの楕円形を呈する。壁は緩やかに外傾 しなが ら立ち

上がる。検出面からの深さは最深部で 70 cmを 測る。

[埋土]11層 からなり、黒褐色シル トと黄掲色シル ト主体で構成される。自然堆積の様相を呈するが、

木根による撹乱が著 しく、埋土との分層が難 しい。

[出土遺物・時期]I層下位から検出面にかけて縄文から弥生時代にかけての上器片が出上 している

が、埋土中からの出土遺物はなく、詳細な時期は不明である。

3号土坑 (第 17図、写真図版 9)

[位置・検出状況]調査区南谷部、IB7i～ IB8iグ リッドに位置する。木材切り出し道路を造成した

際に生じた盛上の直下(Ⅸ層中 (マサ土面)での検出である。暗褐色の楕円形プランとして確認した。

[規模・形状]斜面地に位置するため、南辺は崩落 。流出している。また、木材切り出し道路により遺構

の上位が削平されており、全容は不明である。残存する平面形は開口部径 1.51× (1.04)mの円形を呈する。

短軸は推定値である。北側の壁は外傾して立ち上がる。検出面からの深さは最深部で 32 cmを 測る。

[埋土]4層からなり、黒色～黒掲色シル ト主体で構成される。底面の中心部および、壁面が被熱 し

ている。自然堆積の様相を呈する。

[出土遺物・時期]出土遺物はなく、時期は不明である。

4号土坑 (第 17図、写真図版 9)

[位置・検出状況]調査区中央部、ⅡB4h～ ⅡB4iグ リッドに位置する。検出面は埋没沢Ⅶ層上

面で、黒褐色の楕円形プランとして確認 した。

[規模・形状]平面形は開田部径 2.37× 1.15mの 楕円形を呈する。断面形は椀形で、深さは最深部

で 36 cmを 測る。

[埋土]6層からなり、黒褐色～にぶい黄褐色シル ト主体で構成される。自然堆積の様相を呈する。

[出土遺物・時期]出土遺物はなく、時期は不明である。

5号土坑 (第 17図、写真図版 10)

[位置・検出状況]調査区南谷部、ⅡC8fグ リッドに位置する。検出面はⅨ層 (マサ土)上面で、

暗褐色の楕円形プランとして確認 した。

[規模・形状]平面形は開口部径 096× 089mの 隅九方形を呈する。断面形は椀形で、深さは最深

部で 44 cmを 測る。

[埋土]3層からなり、黒褐色～褐色シル ト主体で構成される。自然堆積の様相を呈する。

[出土遺物・時期]出土遺物はなく、時期は不明である。
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Ⅳ 調査成果

焼土遺構

1号焼土遺構 (第 18図、写真図版 10)

[位置・検出状況]調査区北谷部、工B3i～ ⅡB3jグ リッドに位置する。検出面は北谷部Ⅲ層上

面で、埋没沢Ⅳ層まで掘 り込まれている。中央部が暗褐色、縁辺部が明責褐色シル トの不整隅九方形

プランとして確認 した。

[規模・形状]平面形は ■09mが 限度 ×■07mの不整な隅丸方形を呈する。断面形は皿状 を呈 し、

北東側の壁は緩やかにタト傾 し、それ以外は急角度でタト傾 して立ち上がる。

[埋土]■ 層か らなり、黒色～黒褐色シル ト主体で構成される。底面と壁面に近い 5～ 9層 は焼土

ブロックと炭化物の混 じりが著 しい。底面は炭化物がほぼ全域に散在 し、壁面は被熱 している。

[出土遺物]7層 から炭化材が出土 してお り、肉眼鑑定の結果、センノキという結果を得ている。ま

た、炭化種子が出上しており、樹種同定の結果、樹木種実とオオムギという結果を得ている。

[時期・性格]詳細な時期は不明であるが、埋上の状態から、炭窯もしくはそれに近い性格の遺構で

あると考えられる。

(鈴木)

道路状遺構

1号道路状遺構 (第 19図、写真図版 10,11)

中央尾根部東斜面縁辺から、等高線に沿うように走る黒褐色の帯状プランとして確認した。IB5
eグ リッドほかに位置する。検出面は表土直下工層上面である。規模は長さ45.93m、 幅 0.87～ 24m

の範囲に収まる。埋土は暗掲～黒掲色シルト主体で構成されるが、下位はマサ土小ブロックを若干含

み硬くしまる。遺構のプランは北東一南西方向にかけて認められ、西側斜面に回つたところで徐々に

薄くなっている。表土直下で確認されたこと、形状などから近世～近代に形成された山仕事に関わる

踏分け道のようなものであった可能性がある。

1号焼土遺構
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B――――――――
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第18図  1号焼土遺構
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Ⅳ 調査成果

3出 土 遺 物

今回の調査による出土遺物の内訳は、縄文土器、土師器、須恵器、陶磁器、土製品、石器、石製品、

鉄製品、金属製品である。いずれも量は少なく、総量は大コンテナ (40× 30× 30 cm)で およそ5

箱分である。以下、種類ごとに概観する。

1 縄文土器 (第 56図、写真図版 37)

縄文土器は大コンテナ 1箱分の量が出上 している。13点 を掲載、11点 を図示 した。すべて深鉢の

細片で、器形の判明するものはない。北谷部の埋没沢付近にまとまりが見られる。出土層位はⅣ～Ⅵ

層である。48は北谷 4区から出上 した。口縁が月巴厚 し、キヤリパー状に内湾するもので、隆沈線に

より渦巻文が作 りだされている。49は 口縁部が隆帯 と深い沈線 との組み合わせで凹状 となる。50～

53は 隆沈線による渦巻 きや縦位の区画を持ち、区画内にLRが縦位に施紋される。55は 3本 1組の

浅 く細い沈線による縦位の文様が施される。57・ 58は 口縁部が太隆帯による貼 り付けにより肥厚する。

これらは口縁部器形や文様の特徴などからおおむね中期中葉 (大木 8b式期)の特徴を持つ。

2 弥生土器 (第 56図、写真図版 37)

11点 を掲載、10点 を図示 した。61～ 64は北谷部沢筋黒色層 (Ⅳ～Ⅵ層 )、 同区 トレンチ掘削時に

出土 した甕の口縁部片で、 2本 1組の平行沈線によって区画された内部に交互刺突が施されるもので

ある。地紋 としていずれも付加条 (L)が施される。61は縦位・斜位回転により方向の異なる文様

を施紋 している。65～ 68は東尾根、北谷、南谷から出上 した甕片である。地紋 として付加条 (L)

が施される。66は外面、65'68は 内外面に炭化物が付着する。69～ 71は北谷、東尾根か ら出土 し

た甕片で、地紋 として付加条 (R)力S施 される。70は底部にも施紋される。これらは文様の特徴か

ら弥生時代後期に相当するものと思われる。

3 土師器 。須恵器 (第 20～ 23図、写真図版 12・ 13)

本遺跡の上師器はすべて竪穴住居内から出土 している。37点 を掲載、33点を図示 した。いずれの

器種もロクロを使用せずに製作される。須恵器は伴わない。これらは器種、製作技法などの特徴から

おおむね 8世紀代の特徴を持つ。

イ 1・ 2・ 4号竪穴住居から合わせて 7点が出土 しており、すべて図示 した。製作に際 し、ロクロ

は使用されない。 1は体部下位に沈線が巡 り、底部が平底風の九底を呈する。 2・ 3・ 41は体部上

～中位に段が巡 り、底部九底を呈するものである。いずれも調整は器面摩耗のため不明な個体が多い

が、外面はナデで一部にミガキ調整が施されるもの、内面はミガキ調整後に黒色処理されるものが多

い。 2は体部に墨書とみられる文様「 ‖H」 を持つ。

小形鉢 小形鉢は 1号竪穴住居から1点出土している。 6は、底部から外傾して短く立ち上がった後、

口縁部付近で内湾する器形を呈する。内外面ともにナデ調整される。

小形甕 小形の甕は3点出上している。 7は 1号竪穴住居から出土した。内外面共に体部ナデ調整さ

れるが、内面口縁部付近のみミガキ調整される。30は 2号竪穴住居から出土した。体部は内外面と

もにナデ調整され、外面にはナデ調整後、部分的にミガキが入る。

甕 1～ 4号竪穴住居から合わせて 25点が出上しており、22点 を図示した。製作作に際し、ロクロ

は使用されない。 8は底部からやや外傾して立ちあがり、上端部に最大径を持った後一旦括れて口縁
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3 出土遺物

部に至る。顎部形態は弱 く屈曲して外傾する。31は顕部が短 く外傾する。本遺跡における甕の器面

調整は外面ナデかハケメ調整で一部にミガキ調整を持つもの、内面調整はハケメ、ナデ調整が多い。

外面のケズリ調整はあっても僅かである。底部に木葉痕を持つ ものが多い。底部の張 り出しは全般的

に弱 く認められる程度で、強い張 り出しを持つものは見 られない。

球胴甕 4号竪穴住居から 1点のみ出土 している。44は底部か ら大 きく外傾 し体部中央に最大径 を

持つもので、球月同状を呈する。顎部は屈曲が強 く「 く」字状を呈する。調整は外面ナデ十一部ハケメ、

内面ハケメ調整される。底部に木葉痕を持つ。

4 石器 (第 58図 、写真図版 38)

石器は遺構内から 1点、遺構外から7点出土 してお り、すべて掲載 した。27は 1号竪穴住居床面

から出上 した磨石でデイサイ トを素材 とする。72は石匙、73は フレイクで、共に頁岩を素材 とする。

74は 凹石で、両方向からの凹面を持つ。石質は流紋岩である。75。 77は安山岩製の磨石、76は花筒

岩を素材 とする敲石である。78は流紋岩を素材 とする砥石で、 2面使用されている。

5 鉄製品 (第 58図、写真図版 38・ 40)

鉄製品は遺構内から2点、遺構外から 1点が出土 している。36は 2号竪穴住居床上 10 cmか ら出土

した刀子である。40は床面から出土 した形態不明の鉄製品で、体部に 2カ 所の穿孔を持つ。79は南

谷 4区から出上 したU字状工具の刃先である。形状から鋤先 と推測される。

6 ガラス製品 (表掲載 )

ガラス製品は近代のビール瓶が 2点出土 した。80は西尾根頂部 I層から出上 したもので肩部に「登

録商標 キリンビール」、底面に「B37」 の陽刻文字がある。81は西尾根斜面からの表採で、肩部に

「TRADE MARK」 、腰部に「DAINIPPON BREWERY Co.,LTD」 、底面に

「 8」 の陽刻文字がある。いずれも王冠栓で、1907年 以降製造のものである。
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3 出土遺物
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師
器

小
形

奏
30
%

鈍
い
責
掲

□
ヨ
コ
ナ
デ

〔体
〕
ナ
デ

〔口
〕

ミ
ガ
キ

〔体
〕
ナ
デ

十
一
部

ミ
ガ
キ

13
8

(1
07
〉

8
1号

竪
穴
住
居
 Q
2床

面
土

師
器

長
胴

奏
70
%

橙
回

ヨ
コ
ナ
デ

〔体
〕
ナ
デ

十
ミ
ガ
キ

〔口
〕

ヨ
ヨ
ナ
デ

〔体
〕
ナ
デ
十
一
部
ハ
ケ
メ

22
25

(2
92
)

9
l号

竪
穴
住
居
 
坦

土
土

師
器

長
胴

甕
10
°
/O
以

下
橙

体
ナ

デ
〔体

〕
ナ

デ
磨

耗

l号
竪
穴
住
居
 
坦

土
土

師
器

長
胴

奏
10
%以

下
鈍

い
責
橙

〔
口

ヨ
コ
ナ
デ

〔体
〕
ナ
デ

〔口
〕

ヨ
コ
ナ
デ

〔体
〕

ナ
デ

1号
竪
穴
住
居
 
埋

土
土

師
器

長
胴

奏
Ю

O/
。
以

下
Ft
い

黄
橙

口
ヨ

コ
ナ

デ
十
一

部
ハ

ケ
メ

?
〔口

〕
ヨ
コ
ナ
デ

〔体
〕

ナ
デ

1号
竪

穴
住

居
 

埋
土

土
師
器

長
胴

奏
10
0/
。

以
下

鈍
い
黄
橙

□
ヨ
コ
ナ
デ

〔口
〕

ヨ
ヨ
ナ
デ

1号
竪
穴
住
居
 
埋

土
土

師
器

長
胴

甕
10
%以

下
鈍

い
黄
橙

〔口
～
体
〕

ミ
ガ
キ

〔口
～
体
〕

ミ
ガ
キ

1号
竪

穴
住

居
 

埋
土

土
師
器

長
胴

甕
10
%以

下
鈍

い
責
橙

□
ヨ

コ
ナ

デ
〔口

〕
ヨ
ヨ
ナ
デ

1号
竪
穴
住
居
 
埋

土
土

師
器

長
胴

甕
10
%以

下
tt
い

責
橙

口
ヨ
コ
ナ
デ

〔体
〕
ナ
デ

〔口
〕
ヨ
コ
ナ
デ

〔体
〕

ナ
デ

1号
竪
穴
住
居
 
埋

土
土

師
器

長
胴
奏

10
%以

下
鈍
い
黄
橙

〔
口

ヨ
ヨ
ナ
デ

〔体
〕

ナ
デ

〔口
〕

ヨ
コ
ナ
デ

〔体
〕

ナ
デ

1号
竪
穴
住
居
 
坦

土
土

師
器

長
胴

甕
10
%以

下
鈍

い
責
橙

口
ヨ
コ
ナ
デ

〔体
〕
ナ
デ

〔口
〕

ヨ
コ
ナ
デ

〔体
〕
ハ
ケ
メ

l号
竪
穴
住
居
 
埋

土
土

師
器

長
胴

甕
10
%以

下
鈍

い
責
褐

体
ミ
ガ

キ
〔体

〕
ナ

デ

l号
竪

穴
住
居
 
埋

土
土

師
器

長
胴
奏

10
%以

下
鈍

い
責
褐

体
ケ

ズ
リ

〔体
〕

ナ
デ

l号
竪
穴
住

居
 
埋

土
土

師
器

長
胴

甕
Ю
%以

下
鈍

い
黄
褐

体
ナ

デ
〔体

〕
ナ

デ

1号
竪
穴
住
居
 
埋
土

土
師
器

長
胴

奏
10
%以

下
鈍

い
黄
橙

体
ナ

デ
〔体

〕
弱
い
ハ
ケ
メ

?

l号
竪
穴
住
居
 
埋

土
土

師
器

長
胴

奏
10
%以

下
鈍

い
責
橙

体
ナ

デ
〔体

〕
ハ
ケ
メ

l号
竪
穴
住
居
 
埋

土
土

師
器

長
胴
甕

10
%以

下
鈍

い
黄
橙

体
ナ

デ
十
一

部
ミ
ガ

キ
〔体

〕
ナ

デ
(1
06
〉

l号
竪

穴
住

居
 

埋
土

土
師
器

長
胴
甕

10
%以

下
鈍

い
黄
橙

体
ナ

デ
〔体

〕
ナ

デ
木
葉
痕

2号
竪

穴
住
居
 
埋
士

土
師
器

イ
10
%以

下
鈍

い
黄

橙
体

ナ
デ

十
一

部
ミ
ガ

キ
〔体

〕
ミ
ガ
キ

内
面
黒
色

処
理

2号
竪

穴
住
居
 Q
3床

面
土

師
器

小
形
奏

90
%

灰
黄
褐

口
ヨ
ヨ
ナ
デ

〔体
〕
ナ
デ

十
一
部

ミ
ガ
キ

〔口
〕

ヨ
コ
ナ
デ

〔体
〕
ナ
デ

木
葉
痕

12
2

2号
竪
穴
住
居
 Q
3床

上
5 
cm

土
師
器

長
胴

霙
80
%

鈍
い
黄
橙

口
ヨ
コ
ナ
デ

〔体
〕
ナ
デ

十
一
部
ハ
ケ
メ

〔口
〕
ヨ
コ
ナ
デ
〔体

〕ナ
デ
十
一
部
弱
い
ハ
ケ
メ

?
木
葉
痕

23
8

2号
竪
穴
住
居
 
埋

土
土
師
器

長
胴

甕
45
%

鈍
い
黄
褐

体
ナ

デ
十
一

部
ハ

ケ
メ

〔体
〕
ナ
デ
キ
ー
部
ハ
ケ
メ

(1
40
)

2号
竪
穴
住
居
 Q
3床

上
5 
cm

土
師
器

長
胴

甕
30
%

鈍
い
責
褐

体
す

デ
〔体

〕
ナ
デ

木
葉
痕

(1
55
〉

2号
竪
穴
住
居
 
埋
土

土
師
器

長
胴

奏
10
%以

下
鈍
い
黄
褐

体
ハ

ケ
メ

〔体
〕
ハ
ケ
メ

木
葉
痕

3号
竪

穴
住
居
 
埋

土
土

師
器

長
胴

甕
10
%以

下
灰

黄
褐

口
ヨ
コ
ナ
デ

〔体
〕
ナ
デ

〔口
〕

ヨ
コ
ナ
デ

〔体
〕
ハ
ケ
メ

雪 　 謎 辟 灘 瀬



3号
竪

穴
住
居
 
埋

土
土

師
器

小
形
奏

10
%以

下
鈍

い
黄
褐

〔口
〕

ヨ
コ
ナ
デ

〔体
〕

ナ
デ

〔口
〕

ヨ
コ
ナ
デ

〔体
〕
ナ
デ

3号
竪
穴
住
居
 P
2埋

土
土

師
器

長
胴
甕

P
10
%以

下
鈍

い
黄
褐

器
面
摩
耗

器
面
摩
耗

写
真

の
み

4号
竪

穴
住
居
 
床
P-
2(
Q4
)

土
師
器

杯
80
%

橙
〔体

〕
ハ
ケ
メ
十
ミ
ガ
キ

〔体
〕

ミ
ガ
キ

ハ
ケ

メ
内
面
黒
色
処
理

4号
竪
穴
住
居
 

カ
マ

ド
燃
焼

部
左

側
土
師
器

長
胴
甕

60
%

灰
黄
褐

〔口
〕

ヨ
コ
ナ
デ

〔体
〕
ハ
ケ
メ

〔体
〕
ハ
ケ
メ

木
葉

痕
(2
29
〉

4号
竪
穴
住
居
 

カ
マ

ド
煙

道
土
師
器

長
胴

甕
10
%以

下
鈍

い
黄
橙

器
面
摩
耗

器
面

摩
耗

写
真

の
み

4号
竪

穴
住

居
 Q
4床

土
師

器
球
胴

琵
80
%

鈍
い

責
橙

〔口
〕

ヨ
コ
ナ
デ

〔体
〕
ナ
デ
 
ハ
ケ
メ

〔口
〕

ヨ
ヨ
ナ
デ

〔体
〕
ハ
ケ
メ

木
葉

痕
(1
89
)

26
25

ω 　 臣 肝 帥 導
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第
3表

 
土

製
品
観

察
表

()
は

推
定
値

・
◇

は
残
存
値

を
表
す

No
出
土
地
点

器
種

長
さ

(c
m)

幅
(c
m)

厚
さ

(c
m)

重
量

(g
)

備
考

1号
竪
穴
住
居
 

カ
マ

ド
4層

不
明

焼
成
粘

土
塊

(上
製
支
脚

片
の
可

能
性
有
)写

真
の
み

1号
竪

穴
住
居
 

カ
マ

ド
4層

不
明

焼
成
粘

土
塊

(土
製
支
脚

片
の
可

能
性
有

)・
写
真

の
み

第
4表

 
石

器
観

察
表

第
5表

 
鉄

製
品
観

察
表

第
6表

 
ガ

ラ
ス
製

品
観

察
表

No
出
土

地
点

器
種

長
さ

(c
m)

幅
(c
m)

厚
さ

(c
m)

童
量

(g
)

石
材

産
地

備
考

1号
竪
穴
住
居
 
床

面
S-
1

磨
石

46
22

デ
イ
サ

イ
ト
・
中
世

白
亜
紀

北
上

山
地

1号
竪
穴
住

居
 Q
l床

磨
石

〈9
3)

26
29

安
山
岩

。
新

生
代
古
代

三
紀

北
上

山
地

写
真

の
み

2号
竪
穴
住
居
 
床

磨
石

(7
1〉

38
17

安
山
岩

・
新
生
代

古
代

三
紀

北
上

山
地

写
真

の
み

南
谷

1区
 
盛

土
石

匙
頁
岩
・
古

生
代

末
～

中
生
代
初

北
上

山
地

北
谷
Tl
 

Ⅳ
～

Ⅵ
層

フ
レ
イ

ク
頁
岩
 
古

生
代

末
～

中
生
代
初

北
上

山
地

密
西

側
尾
根
 
表
採

凹
石

流
紋
岩
 
新
生
代
古
代

三
紀

松
山

T1
2 
1層

直
下

磨
石

81
26

安
山
岩
 
新
生
代
古
代

三
紀

北
上

山
地

西
側
尾
根
斜

面
 

表
土

敲
石

12
2

92
87

花
尚
岩

・
I帯

。
中
生
代

白
亜
紀

北
上

山
地

北
谷
Tl
 

Ⅲ
～

Ⅳ
層

敲
石

12
6

安
山
岩

・
新
生
代
古
代

三
紀

北
上

山
地

東
尾
根

部
I層

～
S1
05
周

辺
砥

石
17
65

13
15
7

荒
紋

岩
・
新
生
代
古
代

三
紀

除
山

()
は

推
定
値

。
◇

は
残
存
値

を
表
す

()
は

推
定
値

・
()
は

残
存

値
を
表

す

()
は

推
定
値

・
◇

は
残
存

値
を
表
す

No
出
土

地
点

種
類

長
さ

(c
m)

幅
(c
m)

享
さ

(c
m)

重
量

備
考

2号
竪

穴
住
居
 Q
l床

上
10
 c
m

刀
子

3号
竪
穴
住
居
 Q
4床

不
明

南
谷

4区
 

Ⅲ
層

鋤
先

(1
06
)

07
5

27
9

hl
o

出
土

地
点

種
類

色
調

備
考

西
尾
根
頂

部
 I
層

ビ
ー

ル
瓶

茶
色

肩
部

:登
録

商
標
 

キ
リ
ン
ビ
ー
ル

底
面
:B
37
 /
キ

リ
ン
ビ
ー
ル
 1
90
7～

19
30
年

頃
(王

冠
栓

)

西
尾
根

急
斜

面
 
表
採

ビ
ー

ル
瓶

茶
色

肩
部
:T
RA
DE
 M
AR
K 

腰
部
:D
AI

/大
日
本

ビ
ー
ル

N
IP
PO
N 
BR
EW
ER
Y

19
07
～

19
30
年

頃
(王

冠
栓

)

Co
, 
LT
D 

底
面

:8



― 卜 ω ｌ

第
7表

 
縄

文
土
器

・
弥

生
土
器

観
察
表

hl
o

出
土

地
点

器
種

名
胎

土
文
様
特
徴

時
期

備
考

2号
陥

し
穴
状

遺
構
 
埋

土
深

鉢
胴

:隆
帯

+沈
線
 

地
紋

!単
節
斜
縄

文
(L
R縦

)
縄

文
中
期

写
真

の
み

2号
陥

し
穴
状
遺
構
 
坦

土
深

鉢
胴

:隆
帯

+粗
い
沈
線
 
地
紋

:単
節
斜
縄

文
(L
R)

縄
文

中
期

写
真

の
み

IC
8f
 

Ⅱ
層

深
鉢

砂
礫

少
量

口
縁

:隆
帯

十
沈
線
 
地
紋

!単
節
斜
縄

文
(L
R縦

)
縄

文
中
期

写
真

の
み

中
央

尾
根

～
北
谷

部
 
沢
筋

Ⅳ
層

深
鉢

口
縁

:隆
帝

十
沈
線

(渦
巻

)
縄

文
中
期

49
北
谷
部
埋

没
沢
 

Ⅳ
～

Ⅵ
層

深
鉢

口
縁

:隆
帯

+沈
線

(渦
巻

)
縄

文
中
期

北
谷
部
埋

没
沢
 

Ⅳ
～

Ⅵ
層

深
鉢

口
～
胴

:隆
帯

十
沈
線

(渦
巻
)地

紋
:単

節
斜
縄

文
(L
R縦

)
縄

文
中
期

北
谷

部
坦

没
沢
 

Ⅳ
～

Ⅵ
層

深
鉢

胴
:隆

帯
+沈

線
(渦

巻
)地

紋
:単

飾
斜
縄

文
(L
R縦

)
縄

文
中
期

北
谷
Tl
 

Ⅳ
層

深
鉢

砂
礫

少
量

胴
:隆

帯
十
粗

い
沈
線
 

地
紋

:単
節
斜
縄

文
(L
R縦

)
縄

文
中
期

北
谷

部
埋

没
沢
 

Ⅳ
～

Ⅵ
層

深
鉢

胴
:隆

帯
十
沈
線
 
地
紋

:単
節
斜
縄

文
(L
R縦

)
縄

文
中
期

中
央

尾
根

～
北
谷

部
 
沢
筋

Ⅳ
層

重
形
土
器

?
胴

:隆
帯

+沈
線

(渦
巻
)地

紋
:単

節
斜
縄

文
(R
L縦

)
縄

文
中
期

東
尾
根

東
端

部
 I
層

深
鉢

胴
:細

沈
線

(縦
)地

紋
:単

節
斜
縄

文
(R
L縦

)
縄

文
中
期

東
尾
根

東
端

部
 I
層

深
鎌

胴
:細

沈
線

(曲
線
)地

紋
:単

節
斜

縄
文

(R
L縦

)
縄

文
中
期

北
谷
部
埋

没
沢
 

Ⅳ
～

Ⅵ
層

深
鉢

砂
礫

少
量

口
縁

:太
隆
帯
 

地
紋

:単
節
斜
縄

文
(R
L縦

)
縄

文
中
期

北
谷
部
埋
没

沢
 

Ⅳ
～

Ⅵ
層

深
鉢

砂
礫

少
量

口
縁

:太
隆
帝
 

地
紋

:単
節
斜
縄

文
(R
L縦

)
縄

文
中
期

北
谷
部
 
沢
筋

黒
色
層

(Ⅳ
～

Ⅵ
層

)
深

鉢
同

:細
沈
線

(曲
線

)
縄

文
後
期

?
写
真

の
み

北
谷

部
 
沢
筋
黒
色

層
(Ⅳ

～
Ⅵ
層

)
深

鉢
桐

:細
沈
線

(曲
線

)
縄

文
後
期

?
写

真
の

み

北
谷
部
 
沢
筋
黒
色

層
(Ⅳ

～
Ⅵ
層

)
甕

口
縁

:平
行

沈
線

+交
互
刺

突
、
地
紋

:付
加

条
(L
)

休
生
後
期

北
谷
部
 

ト
レ
ン
チ
ー
括

甕
口
縁

:沈
線

十
交
互
床
」突

、
地
紋

:付
加

条
(L
)

弥
生
後
期

北
谷
部
 

ト
レ
ン
チ
ー
括

養
口
縁

:沈
線

十
交
互
刺

突
、
地
紋

:付
加

条
(L
〉

弥
生

後
期

東
尾
根
東
端

部
 I
層

奏
口
縁

:沈
線

十
交
互
刺

突
、
地
紋

:付
加

条
(L
)

弥
生
後
期

写
真

の
み

北
谷
部
 
沢
筋
黒
色
層

(Ⅳ
～

Ⅵ
層

)
甕

地
紋

:付
加

条
(L
)

弥
生

後
期

殉
外

面
炭
化
物
付

着

東
尾
根
東
端

部
 I
層

甕
地
紋

:付
加

条
(L
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V分 析 。鑑 定

1 隠里Ⅷ遺跡 にお け る放射性炭 素年代 (AMS測定 )

(株)加速器分析研究所

(1)測 定 対 象 試 料

隠里Ⅷ遺跡は、岩手県宮古市松山第 8地割地内 (北緯 39° 37ア 27〃 、東経 141°  55ア  34″ )に所

在する。閉伊川南岸の小起伏山地に立地し、標高は53～ 77mで ある。定対象試料は、1号竪穴住居

の床面 (Q4)か ら出土 した木炭 (No.1:IAAA 81707)、 2号竪穴住居の床面 (西ベルト)か ら出土

した木炭 (No.2:IAAA-81708)、 4号竪穴住居の床面 (カ マ ド左袖付近)か ら出土した木炭 (No.3:

IAAA-81709)、 合計 3点である。

(2)測 定 の 意 義

遺構 。遺物の前後関係および集落の継続期間を明らかにする。

(3)化 学 処 理 工 程

①メス・ピンセットを使い、根・土等の表面的な不純物を取 り除く。

②酸処理、アルカリ処理、酸処理 (AAA:Acid Alkali Acid)に より内面的な不純物を取 り除く。

最初の酸処理では lNの塩酸 (80℃ )を用いて数時間処理する。その後、超純水で中性になる

まで希釈する。アルカリ処理では lNの水酸化ナトリウム水溶波 (80℃ )を用いて数時間処理

する。なお、AAA処理において、アルカリ濃度が lN未満の場合、表中にAaAと 記載する。

その後、超純水で中性になるまで希釈する。最後の酸処理では lNの塩酸 (80℃ )を用いて数

時間処理した後、超純水で中性になるまで希釈し、90℃ で乾燥する。希釈の際には、遠心分離

機を使用する。

③試料を酸化銅と共に石英管に詰め、真空下で封じ切り、500℃ で 30分、850℃ で 2時間加熱する。

④液体窒素とニタノール・ ドライアイスの温度差を利用し、真空ラインで二酸化炭素 (C02)を 精

製する。

③精製した二酸化炭素から鉄を触媒として炭素のみを抽出 (水素で退元)し、グラフアイトを作製

する。

⑥グラフアイトを内径 lmmのカソードに詰め、それをホイールにはめ込み、加速器に装着する。

(4)測 定 方 法

測定機器は、3MVタ ンデム加速器をベースとした HC_AMS専
用装置 (NEC Pelletron 9SDH-2)を

使用する。測定では、米国国立標準局 (NIST)か ら提供されたシュウ酸 (HOx Ⅱ)を標準試料とする。

この標準試料とバックグラウンド試料の測定も同時に実施する。

(5)算 出 方 法

①年代値の算出には、Libbyの半減期 (5568年)を使用する (Stuiver and Polash 1977)。

②
14c年

代 (Libby Age:yrBP)イよ、過去の大気中
HC濃

度が一定であったと仮定して測定され、

1950年を基準年(OyrBP)と して遡る年代である。この値は、δ
13cに よって補正された値である。
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V 分析・鑑定

14c年
代 と誤差は、1桁 目を四捨五入 して 10年単位で表示 される。また、

HC年
代の誤差 (± lσ )

は、試料の
HC年

代がその誤差範囲に入る確率が 68.2%で あることを意味する。

③δ 13cは、試料炭素の 13c濃
度 (RC/12c)を 測定し、基準試料からのずれを示した値である。同

位体比は、いずれも基準値からのずれを千分偏差 (%。 )で表される。測定には質量分析計ある

いは加速器を用いる。加速器により
13c/12cを

測定した場合には表中に (AMS)と 注記する。

④ pMC(percent Modern Carbon)は、標準現代炭素に対する試料炭素の 14c濃
度の割合である。

⑤暦年較正年代とは、年代が既知の試料の 14c濃
度を元に描かれた較正曲線と照らし合わせ、過去

の 14c濃
度変化などを補正し、実年代に近づけた値である。暦年較正年代は、

HC年
代に対応

する較正曲線上の暦年代範囲であり、1標準偏差 (lσ =68.20/0)あ るいは2標準偏差 (2σ

=95.40/0)で 表示される。暦年較正プログラムに入力される値は、下一桁を四捨五入しない

14c年
代値である。なお、較正曲線および較正プログラムは、データの蓄積によって更新され

る。また、プログラムの種類によっても結果が異なるため、年代の活用にあたってはその種

類とバージョンを確認する必要がある。ここでは、暦年較正年代の計算に、IntCa104デ ータベ

ース (Reimer et a1 2004)を 用い、OxCalv4.0較 正プログラム (Bronk Ramsey 1995 Bronk

Ramsey 2001 Bronk Ralnsey,van der Plicht and Weninger 2001)を 使用した。

(6)測 定 結 果
HC年

代は、1号竪穴住居の床面 (Q4)か ら出上した木炭が 1190± 30yrBP、 2号竪穴住居の床面

(西ベル ト)か ら出上した木炭が 1190± 30yrBP、 4号竪穴住居の床面 (カ マ ド左袖付近)か ら出土

した木炭が 1180± 30yrBPである。試料の炭素含有率は、すべて 68%前後であり、十分な値であった。

暦年較正年代 (lσ )で は、780～ 892ADに 3点が含まれ、奈良時代末から平安時代前期前半に相

当する。

測定番号 試料名 採取場所
料
態

試
形

理
法

処
方

δ13c(%。
)

(AMS)

δ BC補正あり

Libby Age(yrBP) pMC(%)

IAAAお 1707 No.1 1号竪穴住居 床面 (Q4) 木炭 AAA -2421 ± 021 1,190± 30 8621 ■ 029

IAAA-81708 No2 2号竪穴住居 床面 (西ベル ト) 木炭 AAA ‐2665 ± 030 1,190± 30 8627± 031

IAAAお0709 No3 4号竪穴住居 床面 (カ マ ド左袖付近 ) 木炭 AAA -2789 ± 066 8639 ± 036

[#2513]

測定番号
δ BC補正なし 暦年較正用

(yrBP)
lσ 暦年代範囲 2σ 暦年代範囲

Age(yrBP) pWIC (%)

IAAいぃ81707 1,180± 30 8635 ± 029 1,192± 27
Ｄ

Ｄ

Ａ

Ａ

-791AD(82%)
-880AD(600%)

725AD-739AD(18%)
771AD-895AD(920%)
925AD-937AD(16%)

IAAAお 1708 1,210± 30 8598 ± 030 1,185± 28
782AD-790AD(64%)
809AD-885AD(618%)

729AD-736AD(08%)
771AD-899AD(900%)
920AD-946AD(46%)

IAAAお0709 1,220± 30 8588 ± 034 1,175± 33
780AD-792AD(75%)
805AD-892AD(607%)

730AD-735AD(05%)
771AD-904AD(8050/O)
913AD-970AD(145%)

[参考値 ]
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1 隠里Ⅷ遺跡における放射性炭素年代 (AMS測定)
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Bronk Ramsey C 1995 Radiocarbon c』 ibration and analysis of stratigraphy:he OxC』 Program,Radiocarbon 37(2),425-430

Bronk Ramsey C 2001 Development of the Radiocarbon Program OxCal,Radiocarbon 43(2A),355363

Bronk Ralnsey C,van der Phcht」 and、veninger B1 2001 `ヽViggle h/1atching' radiocarbon dates,Radiocarbon 43(2A),381‐ 389

Reimer,PJ et a1 2004 1ntCaЮ 4 terresthal radiocarbon age calibration,0‐ 26cЛ kyr BP,Radiocarbon 46,1029-1058
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V 分析・鑑定

2 隠里Ⅷ遺跡より出土 した種実 (炭化種子同定)

(1)は じ め に

吉川純子 (古代の森研究舎 )

隠里Ⅷ遺跡は、宮古湾から西へ約 3.3kmの 山地に位置している。分析試料はいずれも古代で、1号

焼土遺構、1号炉跡、 4号土坑と竪穴住居 4軒 (1～ 4号竪穴住居)の試料を水洗して得られた種実

である。

(2)同 定 結 果

表 1に各遺構より出上した種実の同定結果をまとめた。焼土、土坑関連の遺構では木本種実が多く

食用植物は少なかった。1号焼土遺構では、北半部粘上における出土数が多 く、ミズキ、広葉樹の芽、

ミツバウツギなどを出土し、アサダ、ケヤキ、カエデ属など樹木の種実を出土した。栽培食用植物は

オオムギのみ出上した。1号炉跡ではわずかにヤマゴボウとマメ科を出土した。 4号土坑ではマメ科

を出土したのみであつた。

つぎに、竪穴住居跡は 1住居のみ食用植物が多く、ほかは樹木種実が多い住居と出土数が少ない住

居があった。1号竪穴住居からはオニグルミをわずかに出上したのみであった。2号竪穴住居からは

オニグルミ、クリ、コナラ属、 トチノキなど食用にする木本をやや多く出土し、オオムギ、キビはわ

ずかな出土だった。食用としない種類ではミズキをやや多く出土した。3号竪穴住居は床面ではスギ

を多 く出土し、イネはわずかであった。亀からはイネを多く出土し、マメ科もわずかに出土した。4

号竪穴住居は床面からミズキ、タデ属をわずかに出土し、竃ではササゲ属を出土した。

(3)考 察

本遺跡では、焼土関連の遺構 と竪穴住居の出土種類に若干の違いが見られた。すなわち、焼土関連

の遺構では食用 としないアサダやカエデ属、ミズキなどの樹木がほとんどであるのに対 し、住居から

は食用 とするオニグルミやクリ、イネなどに少量のミズキやミツバウツギなどの樹木種実を随伴 した。

また、3号竪穴住居のみで穀類のイネがやや多 く出土 したが、2号竪穴住居からはオオムギとキビを

少量 しか出土 しないなど、穀類の出土は全体 としてかなり少ない。竃はその構造上、燃焼残澄を頻繁

に掻 き出して燃焼効率を良 く保っていたと考えられ、この清掃行為が一般的に炭化種実等の出土量が

少なくなっている要因ではないかと考えられる。焼土関連遺構では木本の種実を多 く出土 しているこ

とから、これらの種実がついた枝を焼いた可能性がある。

昨年度は近接する隠里Ш遺跡 と谷を隔てた木戸井内Ⅳ遺跡において鍛造工房を含む住居跡を中心と

した遺構群から出土 した種実を調査 している。木戸井内Ⅳはオオムギ、コムギにキビ、ヒエと雑穀に

依存 した傾向が見られたが、隠里Ⅲはイネとアワ、キビとクリで、出土する種類に違いが見られ雑穀

への依存度は低い傾向にあつた。隠里Ⅷではイネとオニグルミ、クリなどの堅果を出上 し、隠里Ⅲと

やや類似 した出土傾向が見られる。
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V 分析・鑑定

lmm

(3,6,9,11)

lmm

図版 1隠里Ⅷ遺跡 より出土 した種実 (1)

1.マツ属複維管束亜属、種子 2.ス ギ、種子 3.オニグル ミ、炭化内果皮破片 4.ア サダ、

炭化果実 5.コ ナラ、炭化幼果 6.ク リ、炭化子葉 7.ケヤキ、炭化果実 8.サ クラ属、核破

片 91コナラ属、炭化子葉 10.カ エデ属、種子 11.ト チノキ、炭化種皮 12.ミ ツバウツギ、

種子 13.ク マヤナギ属、内果皮 14.ク サギ、内果皮 15.ミ ズキ、炭化内果皮

1,2,8,14:3号 竪穴住貼床 5,6,9,15:2号 竪穴住炭層a4 3,11,12:2号 竪穴住炭層a3 13:2

号竪穴住炭層a2 4,7,10■ 号焼土遺構北半都粘土
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2 隠里Ⅷ遺跡より出土した種実 (炭化種子同定)

1lmm(10
lmm

(17,18,23,25,26,20

lmm

(19,20,21,22,2つ

図版2 隠里Ⅷ遺跡 より出上 した種実(2)

16.広葉樹、半炭化芽 17.イ ネ、炭化胚乳 18.オオムギ、炭化種子 19.イ ヌビエ、穎果
20。 タデ属、炭化果実 21.タ ケニグサ、種子 22.キ ビ、穎果 23.ヤマゴボウ、種子 24.

クサノオウ属、種子 25.ササゲ属、炭化種子 26。マメ科、炭化種子 27.セ リ科、炭化

果実 28.オ ミナエシ属、炭化果実
19,21,24:3号 竪穴住貼床 27:3号竪穴住竃周辺 17,26,28:3号竪穴住寵煙道 25:4号
竪穴住窯煙道 20,22:2号竪穴住炭層a4 16:2号竪穴住炭層a318:1号焼土遺構北半部

粘± 23■号炉跡南側礫の下
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Ⅵ 総 括

今回の発掘調査、および整理作業で明らかになった事項は下記のとおりである。

1立  地

遺跡は、宮古湾から西へ約 3.5kmの 地点に位置する小起伏山地に立地する。調査区は東側を南北

に入る沢 (現道)に より区画され、西側を東―西方向に延びる谷によって限られる。隠里Ⅷ遺跡はそ

の間の尾根部とその斜面、および谷部にかかる。今回の調査では縄文時代から奈良時代までの遺構や

遺物が確認され、遺構は尾根部平坦面～南向き斜面裾の緩斜面に集中する傾向が見られた。

谷部ではⅣ～V層 に縄文時代の遺物を疎らに包含する層が堆積 している。

2遺  構

検出した遺構は、縄文時代の炉跡 1基、陥し穴状遺構 6基、奈良時代の竪穴住居 4棟、時期不明の

土坑 5基、焼土遺構 1基、道路状遺構 l条である。

①縄文時代の遺構

A)炉跡

西尾根の東向き斜面に位置する。沢筋斜面という立地、明確な床面の掘り込みを伴わない点から単

独の炉跡と判断している。遺物は出上していないが、縄文時代の遺物を含むⅣ層黒色土面より下位に

構築される点、周辺の旧河道沢筋に縄文時代中期中棄土器の出土範囲が限定されることから、これら

と同時期あるいは弥生時代と推定される。

B)陥 し穴状遺構

調査区北東側旧河道から中央尾根平坦面にかけて6基検出した。これら陥し穴状遺構は 1号埋没沢

～中央部平坦面にかけて並列的な配置でまとまるもので、等高線に対する向きや位置関係に特に規則

性は見出せない。平面形は溝状～精円形、断面はV字～U字形を呈する。いずれもⅦ～Ⅸ層 (マサ土

面)を掘 りこんで構築され、埋土下位にはマサ土の崩落 。再堆積上が観察される。上層に縄文時代中

期中葉の遺物を疎らに含む埋没沢黒色層が堆積していることから、遺構の時期は埋没沢の形成時期よ

りも古期と判断される。

②奈良時代の遺構

A)竪穴住居

東尾根斜面・中央尾根上平坦面から4棟を検出した。検出された4棟は、尾根上平坦部～南向き尾

根斜面にまとまりを持つもので、標高 49～ 61mの地点に立地する。竪穴住居の規模は 5.6～ 3,62m

の幅に収まる。カマ ドは礫を芯材として責褐色粘土で袖を構築するという手法で共通している。カマ

ドの構築方位は西向き4、 北向き1で、傾斜に対して並行に構築されるものが多い。本遺跡の住居は

いずれも主柱穴を持たない。 2～ 4号竪穴住居は斜面部に接して作られており、斜面下半部が崩落・

消失している。 3・ 4号竪穴住居は重複しており、始め西側にカマ ドを持つ竪穴住居が、後に東側に

少し位置をずらして建て替えられ、その際カマ ドの位置が北向きへと変化している。 3号竪穴住居の

カマ ド周辺には礫片が散らばっており、カマド芯材であったと推測される。 4号竪穴住居の床面には

土師器甕がつぶれた状態で出上している。これら4棟の竪穴住居の床面埋土、カマ ド、煙道を対象に

土壌のフローテーシヨンを実施している。その結果、オオムギ、ヒエ、アワ、イネ、マメなど多種の
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2 遺構

え化種子が得られ、当時の食物利用について知りうる良好な資料となった。また、 1・ 2・ 4号竪穴

住居の前後関係および集落の存続期間を明らかにするために床面出土戊化材の放射性炭素年代測定

(AMS測定)を 実施している。その結果、780～ 892ADの幅に3点が含まれ、竪穴住居の時期が 8

世紀後半代から9世紀代に相当する可能性が高いことが判明した。

③時期不明の遺構

A)土坑

東。中央尾根斜面から計 5基を検出した。明確な出土遺物を伴わないことから時期不明としている。

平面形は円形～楕円形を呈し、規模 387～ 89 cmの範囲に収まる。 1・ 2号土坑は径 387～ 231 cmを

測る大形の上坑である。東尾根の北向き斜面に位置するもので、埋土からの遺物を欠くが、基本層序

Ib層下位から遺構検出面にかけて縄文から弥生時代後期にかけての上器片が比較的まとまりをも

って出土している。 3号土坑は底面中央が被熱し、淡い焼上が形成されるもので、埋土からは炭化物

小片が検出されている。竪穴住居と同様の立地、遺構の状況などから古代の炭窯となる可能性もある。

B)焼土遺構

調査区北谷部に位置する。検出面はⅢ層上面で、埋没沢Ⅳ層まで掘り込まれている。平面形は不整

な隅丸方形で断面皿状を呈する。埋土は黒褐色シルト主体で構成され、底面から壁面に近いところで

は焼土ブロックと炭化物が多量に混入する。底面は炭化材片がほぼ全域に散在し、壁面は被熱してい

る。炭化材は肉眼鑑定の結果、センノキという結果を得ている。また、土壌のフローテーシヨン時に

炭化種子が検出されており、樹種同定の結果、樹木種実とオオムギという結果を得ている。詳細な時

期は不明であるが、埋上の状態から、炭窯もしくはそれに近い性格の遺構であると考えられる。

C)道路状遺構

中央尾根部東斜面縁辺から、等高線に沿うように走る黒褐色の帯状プランとして確認したものであ

る。表土直下で確認されたこと、形状などから近世～近代に形成された山仕事に関わる踏分け道のよ

うなものであつた可能性がある。

3 ま と め

調査の結果、縄文時代から近現代までの遺構や遺物が確認され、この地が狩猟域、居住域などとし

て断続的に利用されていたことが判明した。このうち縄文時代の陥し穴状遺構、炉跡は東向きの沢筋

に作られ、古代の竪穴住居は尾根上平坦地もしくは南向き斜面に沿って作られるなど、時代ごとの遺

構の種別と占地においてそれぞれ異なる傾向を示している。縄文時代においては中央尾根東向き斜面

の埋没沢から北谷部にかけて、Ⅳ～V層の黒色土中から縄文時代中期を主体とする縄文土器が疎らに

出土しており、周囲からの流れ込みによって低地に堆積したものと考えられる。このほか陥し穴状遺

構が同様の地点から6基まとまって検出されており、当時、低地に集まる獣を狩ることを目的とした

罠猟が行われていたことが窺える。縄文時代の住居跡については未検出であるが、周辺における該期

の検出例は平成 19年度に調査が行われた木戸井内Ⅳ遺跡で大木8b式期の土器片と縄文時代中期か

ら弥生時代に位置づけられる可能性をもつ竪穴住居 2棟が検出されており、遺跡の周辺に小規模な集

落が存在している可能性が想定される。古代においては東尾根斜面 。中央尾根上平坦面にかけて奈良

時代の竪穴住居が4棟作られている。遺物による遺構の時期検討は、資料数が僅少であるため叶わ

なかったが、床面遺物の放射線炭素年代測定 (AMS測定)の結果からは、暦年較正年代で 780～

892ADの値が得られており、奈良時代末から平安時代前期にかけて営まれた可能性のある集落であ

ることが判明した。
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写真図版 1 遺跡遠景・調査区全景 (航空写真)



雑木撤去作業 中央尾根現況

東尾根試掘風景 南谷試掘風景

南尾根 トレンチ掘削状況 西斜面 トレンチ掘削状況

切株除去作業 中央尾根検出状況

写真図版 2 調査区現況、試掘
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1号炉跡平面 (東 から)

隷

1号陥し穴状遺構完掘 (西から)

誓 主

『
五 :=

2号陥し穴状遺構完掘 (東から)

1号陥し穴状遺構断面 (西から)

3号陥し穴状遺構断面 (東から)

1～ 3号陥 し穴状遺構

一■

ヽ

軽
一
一
一一

…，―，．‐Ｉ
占
す

れ
　
　
　
　
　
　
　
，一
一
　
　
　
．

2号陥し穴状遺構断面 (東から)

■ ・  群 鶴

3号陥し穴状遺構完掘 (東から)
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写真図版 3 1号 炉跡、



4号陥し穴状遺構完掘 (東から)

5号陥 し穴状遺構完掘

■          ェr4

(南東から)

4号陥し穴状遺構断面 (東から)

矛

5号陥し穴状遺構断面 (北東から)

6号陥 し穴状遺構断面 (南 か ら)

汗,転 議 鶴

れ
と
静
砕
予

≡
，

蔑
・〓
・
ォ

6号陥し穴状遺構完掘 (南 から)

1号埋没沢断面 (南西から)

写真図版 4

実測作業

4～ 6号陥 し穴状遺構、 1号埋没沢
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カマ ド断面 (東から)

4

平面 (東から)

断面 (南から)

遺物出土状況 (西から)
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写真図版 5 1号 竪穴住居



メ小

´
ガ

，

il推上
す |ヽ   手 ■    ド

Ｔ
薫
一

1鳥

平面 (東 から)

断面 (南から)

断面 (東 から) 遺物出土状況 (東 から)

写真図版 6 2号 竪穴住居
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r脅軍琴琴軽!

離 |≒ 肇ど∵

平面 (南 から)

カマ ド平面 (南 から) 床面礫検出状況 (東 から)
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写真図版 7 3号 竪穴住居



平面 (東 から)

カマ ド内遺物出土状況 (東から)

カマ ド平面 (東 から) 床面遺物出土状況 (東 から)

写真図版 8 4号 竪穴住居
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1号土坑完掘 (北 から) 1号土坑断面 (西 から)

2号土坑完掘 (東 から) 2号土坑断面

『
,it常 |:ti憲 :

要
オ

=,と
rtょ

(西 から)

3号土坑完掘 (東から)

I11争r i
l綾i i

韓Ⅲ鍮

3号土坑断面 (東 から)

4号土坑完掘 (西 から) 4号土坑断面 (西 から)
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写真図版 9 1～ 4号土坑



5号土坑完掘 (北東から) 5号土坑断面 (北東から)

撃

1号焼土遺構断面 (南東から)1号焼土遺構検出 (南から)

1号道路状遺構検出 (南 東から) 1号道路状遺構断面① (南西から)

耳
=:ギ

甘転ギ:1故|■ユ拳|

■培 1撃 III Vオ Ⅲ      ́         II

中央尾根部基本層序 (南 から)

1号道路状遺構 (1)

東尾根部を望む (西 から)

写真図版10 5号土坑、 1号焼土遺構、
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1号道路状遺構断面② (南西から)

1号道路状遺構断面③ (南西から)

景③                      北谷基本層序 (南から)

写真図版11 1号道路状遺構 (2)、 北谷基本層序

作業風景① 作業風景②

作業風景③
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写真図版12 1号竪穴住居出土遺物
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2号竪穴住居

43

写真図版13 2～ 4号竪穴住居出土遺物
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写真図版14 遺構外出土遺物 (1)
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写真図版15 遺構外出土遺物 (2)
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ふ  り が な

所 収 遺 跡 名

ふ り が な

所  在  地

コー ド 】ヒ漁I 東経
調査期間 調査面積 調査原因

市町村 遺跡番号

隠里Ⅷ遺跡 〕前
お第一鶉拶枷”帥

03202 LG43-2260 39度

37分

26秒

141度

55分

34秒

2008.0415

20080831

9,000∬ 三陸縦貫 自動

車道宮古道路

建設事業

所 収 遺 跡 名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

隠里Ⅷ遺跡 集落跡 縄文時代 炉跡 1基

陥し穴状遺構 6基

縄文土器

石器

丘陵尾根部から谷部に営ま

れた縄文時代から古代を主

体とする複合集落。

奈良時代 竪穴住居 4棟 土師器

須恵器

時期不明 焼± 1基

土坑 5基

道路状遺構 1条

要 約 隠里Ⅷ遺跡は縄文から古代にかけての複合遺跡であることが明らかとなった。遺構の分布は調査区東半

部に限られ、地形が急峻な西半部からは調査の結果、遺構・遺物共に確認されなかった。縄文時代の遺

構は中央尾根の東向き斜面から北谷部にかけて、炉跡・陥し穴状遺構が確認されている。一方で南向き

の尾根斜面部および調査区中央部の尾根上からは、平安時代の竪穴住居、土坑が検出されている。北谷

の旧沢筋からは縄文時代中期中葉の遺物が少量出土しており、該期の小規模な遺物包含層が形成されて

いることが半」明した。
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